
平成２３年度優先度判定パブリックコメント結果 

No.
属
性

年
代

府
省
名

施策
番号

施策名
ご意見
概要

ご意見 その理由

5401

民
間
企
業

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24169

我が国の宇
宙技術の世
界展開 -最
先端宇宙科
学・技術と
人材育成を
セットにした
新たな海外
展開戦略- 
【特別枠該
当施策】

このま
ま推進
すべき

この施策については
推進すべきである。 
この分野で世界でも
有数の技術を持つ日
本のアドバンテージを
生かし、さらに技術を
発展させる事に、宇宙
科学・宇宙開発等の
分野において日本の
プレゼンスを強化すべ
きである。

現在のJAXAに代表される、日本
の様々な宇宙への取り組みは、
世界でも独特の発達を遂げ、ま
た科学及び技術の両面で日本及
び世界の人々に貢献している。 
この取組を更に発展させる事で、
宇宙の各分野における日本のプ
レゼンスを大きくしていく事が、日
本国民のためにもなり、国益にも
資すると考える。

5402

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

総
務
省

20003
新世代通信
網テストベ
ッド(JGN-X)

このま
ま推進
すべき

インターネットにおい
て米国の後塵を拝し
た日本が、インターネ
ットの多くの問題を克
服するために新たな
ネットワークのアーキ
テクチャ、プロトコルを
世界に先駆けて実現
することが、通信分野
の市場における失地
回復には何よりも重要
である。そのために
は、フォトニックネット
ワーク技術をベースと
する新世代ネットワー
クの研究開発に先行
的な投資を行い、総務
省や NICT委託研究
開発に最優先で予算
を配算し、産官学の
R&Dパワーを結集し研
究開発を加速する必
要か?ある。

ネットワークのアーキテクチャ、プ
ロトコル、アプリケーションの実用
化には実証実験による性能評価
がなければ市場での認知は得ら
れない。新世代ネットワークの機
能を検証するには、現在のJGN
は機能が不十分であり、大幅な
アップグレードが必要である。特
に低位レイヤについては次世代
ネットワークとして有望な
100Gbps光伝送技術をベースと
するテストベッドが望まれ、さらに
ワイヤレスネットワークをオーバ
ーレイできる環境の整備も求めら
れている。

5403

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24016
減災研究領
域

このま
ま推進
すべき

自然災害大国日本保
全の根幹

風水害、地震火山災害などにお
いて日本は世界有数の位置にあ
る。その災害減少防止技術の世
界リード技術開発は、日本だけで
はなく世界を救う。

大
学・
公
的

科学の発展は自由な発想から産
まれ、また、多くの失敗があって
こそ大きな成功の果実が得られ
ます。本施策による多様な研究
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5404

研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

日本の科学に対する
極めて基礎的な投資
である本施策は、日本
の科学推進の為に引
き続き推進すべきと考
えます。

への投資があってこそ、次世代
の科学・技術の芽となる成果が
産まれるのではないでしょうか。
また、多様なシステムを持つ本施
策は、重要な研究へスピード感を
もって集中投資することも可能で
す。科学技術立国を目指す日本
国の必要不可欠な基礎投資であ
る本施策は引き続き強力に推進
すべきではないでしょうか。

5405

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

総
務
省

20102

超高速光エ
ッシ?ノート?
技術の研究
開発

このま
ま推進
すべき

年率40%で増大し続け
るインターネットのトラ
ヒックを効率よく基幹
ネット ワークに取り込
むためには、加入者
系のトラヒックを集約
するエッジノードの高
速化・低消費電力化
は喫緊の課題である。
また、究極の光送受
信技術と言われる デ
ィジタルコヒーレント方
式の開発競争は熾烈
を極めており、ディジタ
ルコヒーレント光送受
信器の世界市場を制
覇するために、世界に
先駆けて実装技術を
確立することか?求め
られている。

超高速光エッジノード技術の研究
開発を推進することにより、エッ
ジノードの高速化が実現し、快適
なブロードバンドサービスの提供
が可能となると共に消費電力を
1/3に削減できるため。一方、ディ
ジタルコヒーレント光送受信機能
実装技術はディジタルコヒーレン
ト方式のコア技術であり、産官学
のコアコンピタンスを結集し短期
間のうちに研究開発を推進する
ことにより、アルゴリズムの検証
およびLSIチップの設計法の確立
が図れるため。

5406

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24141
特別研究員
事業

このま
ま推進
すべき

 若手研究者が育って
いくためには、学生
（院生）から研究職へ
の橋渡し期間が重要
である。特別研究員制
度は、それをつなぐ重
要なものであるから、
継続・発展させる必要
がある。

日本の大学院生への経済的援
助・奨学金制度は外国に比べる
とお粗末である。それを補うもの
として、大いに優秀な若手研究者
を特別研究員として優遇するの
は、現実的な対応策である。

5407

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

科学研究費補助金は
日本に最も健全なボト
ムアップ型の研究支
援システムだ。より大
幅な拡大が必要だ
が、増加は必須だ。

科学研究費補助金は、その応募
から審査過程まで極めて公平
で、かつこの国の基礎研究を進
める根幹としての機能を果たして
来た。着実な増加がこの国の研
究の未来を支える。
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試
等）

5408

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24183
地震・津波
観測監視シ
ステム

このま
ま推進
すべき

自然災害の最大のも
のは地震津波だ。世
界最先端の監視シス
テムのより高度化をは
かるべき。

現在開発推進中の地震・津波観
測監視システムは世界が注目し
ている。この国にとって重要なだ
けではなく、その科学と技術は、
同様な危惧のある全ての沿岸諸
国にとっても救済のためのリーダ
ーシップとなる。

5409

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

○ 我が国の研究活動
を支える重要な競争
的資金であり、予算規
模を拡充すべきであ
る。 
○ 研究者の研究活動
を支援する重要な制
度であり、着実な予算
確保が必要。 
○ 基礎研究を行う研
究者が応募できるも
ので、研究者が応募し
やすい研究資金であ
る。 
○「若手研究（A）・
（B）」は、若手研究者
にとって重要な競争的
資金であり、大幅な拡
充は必要である。

○ 新しい研究テーマにチャレン
ジするため、応募しやすい研究
資金制度である。 
○ 新しい研究の芽を育てるため
には、多くの研究者を支援する必
要がある。 
○ 大学等の研究費が減少する
なかで、公的な研究資金による
研究支援は必要である。

5410

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24143

大学院教育
改革推進事
業のうち、
グローバル
COEプログ
ラム

このま
ま推進
すべき

 人材育成に重点を
置く、グローバルCOE
プログラムは、運営費
交付金の削減された
大学の中で、部局が、
優秀な人材を輩出し
ながら、世界と競争し
て研究成果を上げて
いくための重要なプロ
ジェクトであり、是非推
進すべきものである。

 グローバルCOEプログラムによ
り、優秀な若手研究者が研究成
果を上げながら、キャリアを積ん
でいくことが可能になっており、多
くの拠点で、人材育成の手段とし
て有効であることがわかってい
る。 
 国立大学法人化の路線の延長
として不可欠な方策であり、推進
するべきである。

大
学・
公
的
研
究
機

50
～

文
部 地球内部ダ このま

我が国土内部の実態
を包括的に理解する
ために極めて重要。地

地震火山、地殻変動の活発さに
おいて世界に類を見ないのが我
が国とその周辺海域の特徴だ。
それらを包括的に把握せずして、
個別の活断層や、火山の根本的
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5411

関
（独
法・
公
設
試
等）

59
歳

科
学
省

24159

イナミクス
研究

ま推進
すべき

震、火山活動の根幹
を理解する上で鍵。推
進すべき。

理解はなく、その災害予測に対し
ても、まだ地下資源開発に対して
も対処療法的となる。この大局把
握に関わる施策は科学として必
須だ。

5412

民
間
企
業

40
～
49
歳

総
務
省

20110

フォトニック
ネットワーク
技術に関す
る研究開発

このま
ま推進
すべき

近年のトラヒック量の
急激な増大に対応し、
将来的な通信ネットワ
ークの大容量化・高機
能化・低消費電力化を
実現するためのフォト
ニックネットワーク技
術の研究開発につい
ては、日本の世界的
な優位性を確保し、革
新的な技術開発を推
進するために、重点的
な予算配分を継続す
ることが必要と考えま
す。

光通信技術は日本が世界を大き
くリードする技術分野であるた
め、国際競争力を強化する視点
から、その重点的な研究開発が
不可欠と考えます。さらに、通信
ネットワークのオール光化はネッ
トワーク収容能力の向上だけで
なく、機器の消費電力も大幅に削
減可能であるため、グリーンイノ
ベーションに寄与すると考えま
す。このような研究開発による関
連産業の国際競争力化の強化
は、将来的な日本経済の活性化
につながると考えます。

5413

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24001

大学発グリ
ーン・イノベ
ーション創
出事業

このま
ま推進
すべき

大学の知を利用して
環境エネルギー分野
におけるグリーンイノ
ベーションを創出する
べく、重要な事業であ
る。

日本の大学が有する人材力、知
力を用いて、グリーンイノベーショ
ンによる世界をリードする技術開
発が達成できれば、新たな雇用
創出につながる。

5414

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24154

研究者の養
成(海外特
別研究員、
若手研究者 
インターナ
ショナル・ト
レーニン
グ・プログラ
ム)

このま
ま推進
すべき

日本の研究者の国際
力養成の鍵。鉄は熱
いうちに打たねばなら
ないので、推進すべ
き。

昨今の中国・インドの若手研究者
の国際場面での活躍に比べて、
日本の若者の目立たなさ、貧弱
さは眼に余る。大志ある若手研
究者を大量に海外で修行させる
ことは必須だ。

法隆寺五重塔などの
「柔構造」に見られる
ように、変動帯に位置
する我が国では古来
より地震に対応した技
術が発展し、近年では

4



5415

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24165

高度な３Ｓ
「人材・技
術」を活か
した日本発
原子力の世
界展開

このま
ま推進
すべき

日本だけでなく世界の
超高層建築物にも活
かされている。放射性
廃棄物の地層処分に
関しても同様に変動
帯独特の技術、安全
評価手法の整備が必
要であり、欧米諸国の
技術等の輸入で対応
しきれるものではな
い。変動帯に位置する
アジア諸国へ日本発
原子力の展開を進め
る上で、安全に関する
技術的優位性をアピ
ールする重要ポイント
でもあり、優先度の高
い施策として推進すべ
きである。

我が国経済の中長期的な発展と
国民生活の向上を目指すという
観点から、日本発原子力の世界
展開に貢献する施策の推進は重
要である。国際競争に打ち勝つ
には、我が国独特の技術的な優
位性を積極的にアピールする必
要があり、そのためにも関連技術
等の整備、確立が不可欠であ
る。

5416

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24009
特別奨励研
究員事業

改善・
見直し
をした
上で推
進すべ
き

施策番号24009『特別
奨励研究員』と、施策
番号24141であげられ
ている『特別研究員』
との違いを明確にした
上で、推進すべきであ
る。明確な違いがない
のであれば、統合して
も構わないように思え
る

どちらの施策（24009と24141）も、
「新成長戦略」（平成22年6月18
日閣議決定）において、「若者が
希望を持って科学要性の道を選
べるように、自立的研究環境と多
様なキャリアパスを整備」するこ
とを掲げて、若手研究者の育成
をめざすのであれば、わざわざ
別途に出す理由が必要である。

5417

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24009
特別奨励研
究員事業

改善・
見直し
をした
上で推
進すべ
き

H23概算要求額の内
訳で『その他事務経
費：209』が多すぎるよ
うに思える。

例えば、同じく若手研究者の育成
を目的にした施策番号『24141』で
は、特別研究員を数多く選出する
にもかかわらず、「審査運営費等 
90（百万円）」しかかかっていな
い。 
一方、この施策番号『24009』では
選出人数が32人と少人数にもか
かわらずに上記にあげた例の倍
以上かかっている。新規施策だ
からこれほどかかるのであれば、
『24141』と統合するという選択肢
はないのであろうか？『特別推奨
研究員』と『特別研究員』がまった
くの別物でより重要なものである
ならば、事務経費を半減し、その
分より多くの『特別推奨研究員』
を選出するべきではないだろうか

大
学・
公
的
研 競争的資金として審査制度が確
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5418

究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

科研費は我が国の学
術の発展に重要な役
割を果たしているの
で、このまま推進すべ
きである。

立している。資源のない我が国に
おいて、科学に基づく技術は成長
の糧である。自分としても、この
補助金がなければ学術研究を継
続していくのが困難であり、ぜひ
継続してほしい。

5419

民
間
企
業

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24177
大強度陽子
加速器施設
（J-PARC）

このま
ま推進
すべき

J-PARCは世界最先
端の物性、基礎科学
を展開しています。こ
のアジアで随一の加
速器を発展させること
は、アジア科学の基点
になれるわけであり、
国際的な競争力を得
る力強い研究手段に
なると考えます。

J-PARCの中でも日本が伝統的
にリ－ドしてきたミュオン科学は
開発途上で、これから発展する
分野であり、国際的な競争に打
ち勝つためには、最優先で推進
し早期に実現する必要があると
考えます。

5420

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

我が国の研究水準を
上げるためには必用
であり、なくすべきでな
い。主要先進国では、
特に「若手研究A/B」
と「挑戦的萌芽研究」
に相応する研究資金
の補助を積極的に行
っている。

「挑戦的萌芽研究」は、新しい研
究分野の開拓、「若手研究A/B」
は、若手の独自の発想による研
究資金、そして、若手が研究者と
して育っていくには必須である。
この分野がなくして、国際競争に
は勝てない。

5421

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24158 活断層調査

改善・
見直し
をした
上で推
進すべ
き

大変重要な基礎事業
であるが、これまで蓄
積されて来た大量の
データに基づく
synthesisがない。施
策がルーチン化してい
ないか。これまでの到
達点をきちんと総括し
て推進して欲しい。

活断層調査は、格段にすすんだ
が、それらをまとめながらすすめ
ることは極めて重要だ。たとえば
活動度の地域的変化や、新たに
観測されているGPSなどによる地
殻変動との関係や地殻構造の詳
細などと組み合わせ、これまでの
到達点を考察し尽くしたた
synthesisをまとめ、一層の推進
の指針を明確にすべきだ。施策
のルーチン化では不足だ。

5422

大
学・
公
的
研
究
機
関

20
～
29

文
部
科

24141
特別研究員
事業

改善・
見直し
をした
上で推

特別研究員（DC)と特
別研究員（PD)とのバ
ランスを見直すべきで

「新成長戦略」（平成22年6月18
日閣議決定）において、「若者が
希望を持って科学の道を選べる
ように、自立的研究環境と多様な
キャリアパスを整備」を目標にす
るにもかかわらず、DCをPDの３
倍近くも選出してしまっている。こ
れは昨今問題になっている、「高
学歴ワーキングプア」や「ホーム

6



（独
法・
公
設
試
等）

歳 学
省

進すべ
き

ある。 レス博士」を助長させることになり
かねない。DCとPDの数を同等に
とは言わないが、博士号を取った
後に科学以外の道に進まざるを
得ない状況を食い止める程度に
は、DCの数ではなくPDの数をこ
そより増やすべきである。

5423

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

我が国の研究者の研
究活動を支える重要
な競争的資金であり、
予算規模を拡 
充すべきである。

新しい研究テーマにチャレンジす
るため、応募しやすい研究資金
制度であ 
る。

5424

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24003

（独）海洋研
究開発機構
運営費交付
金「海洋資
源・エネル
ギーの探
査・活用技
術の研究開
発」

このま
ま推進
すべき

研究開発が進む探査
ツールに対し、プラット
フォームを提供できる
唯一の研究開発機関
であり、それに対して
実用的なプラットフォ
ームを製作する予算
は非常に重要である。

海洋資源に関する施策は昨今の
日本を取り巻く状況を鑑みると、
非常に重要である。特に中国で
は軍事技術転用も含め、巨額の
予算と人材をつぎ込んで海洋観
測についても猛追しており、国家
戦略的にも国内での技術確保は
急務である。

5425

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24103
海洋鉱物資
源探査技術
高度化

このま
ま推進
すべき

予算を確保しこのまま
推進すべきであるが、
現状の研究開発費の
使い方では、技術開
発の実施が非常にや
りにくい。本当に世界
的に見て新しい手法
開発を推進するので
あれば、受託研究の
予算使用のあり方を
見直し、研究開発がし
やすい者にすべきで
ある。

海洋資源に関する施策は昨今の
日本を取り巻く状況を鑑みると、
非常に重要であり、国家戦略的
にも国内での技術確保だけでな
く、鉱区を確保していくためにも
技術開発・運用は急務である。

大
学・
公
的
研
究
機

40
～

文
部

Bepi 
Colombo(水 このま 予定どおりに遂行する

人類の知性の先端を切り拓かん
とするこのような野心的計画を、
進捗に何の問題もないにも関わ
らず、しかもほとんどの予算を投
じて実現間近であるにも関わらず
このような評価の俎上に乗せるこ

7



5426

関
（独
法・
公
設
試
等）

49
歳

科
学
省

24170

星探査プロ
ジェクト）

ま推進
すべき

べきであると考えま
す。

と自体、疑問に思う。人気投票の
ような評価方法にも違和感があ
る。国民的人気を博した「はやぶ
さ」も打ち上げ前にはほとんど知
られていなかったことに留意され
たい。

5427

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24173
先端計測分
析技術・機
器開発

このま
ま推進
すべき

・国として重要な施策
であり、推進すべきと
考える。 
・今後は、計測分析技
術を活用した国際標
準化や技術認証な
ど、社会システムに組
み込むことを視野に入
れた展開に更なる配
慮を期待する。

・科学技術・産業技術の開発は、
対象とすべき現象をしっかりと認
識・把握することから始まる。計
測分析技術の開発はその礎を築
くものであり、独創性の高い装置
開発・要素技術開発の重要性は
今後もますます高まることから、
本事業の推進を要望する。 
・独創性の高い研究開発成果が
連日のように新聞紙上をにぎわ
しても、日本の産業競争力の低
下を示すエビデンスが増えている
ことも事実である。これはひとえ
に研究力を競争力に転嫁する仕
組み（システム化）における戦略
（構想力）の不足によると考えら
れる。知的財産推進計画でも明
示されたように、国際標準化をシ
ステム化の手法と位置づけ、そ
の取り組みを強化すべきである。

5428

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24159
地球内部ダ
イナミクス
研究

このま
ま推進
すべき

海洋国家である日本
において、海洋に係わ
る研究開発の最前線
にいる研究開発組織
を継続的に維持して
いく必要がある。

海洋に係わる固体地球科学の研
究者集団であり、世界的に見ても
重要な研究拠点として認知され
ている。継続的な研究開発の継
続は国家戦略的にも重要であ
る。

5429

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

このまま推進すべきで
ある。

この補助金は日本の科学および
技術が高いレベルを維持するた
めに、また人類の知的財産の拡
大のために、必須のものである。
この制度が縮小されるようなこと
があっては、大型プロジェクトに
所属していない個々の研究者や
研究グループ、また駆け出しの
若手研究者は、どれほど優秀で
あっても成果を上げることが難し
くなり、日本の研究レベル全体の
地盤沈下につながるであろう。

電波資源は補充や輸

8



5430

民
間
企
業

40
～
49
歳

総
務
省

20118

未利用周波
数帯への無
線システム
の移行促進
に向けた基
盤技術の研
究開発

このま
ま推進
すべき

入のできない国民資
産である。この意味で
未利用周波数資源の
開発は、今後、ますま
す活発になる電波利
用の活発化に対応す
るために、早期から着
手する必要がある。総
務省の「未利用周波
数帯への無線システ
ムの移行促進に向け
た基盤技術の研究開
発」施策は民間企業
が取り組みにくい先行
的な技術課題を世界
に先駆けて行うもの
で、１０年・20年後の
国民生活に非常に大
きな影響を与えうる。

未利用周波数帯域、特に60GHz
帯の電波利用は、その広帯域特
性を利用して、さまざまな利用シ
ーンでの活用が検討されている。
世界的に見ても議論は活発化し
ており、日本が主導した
IEEE802.15.3cが2009年にWPAN
システムとしての標準化を完成さ
せたのに引き続き、現在、
IEEE802.11adがWLANとしての標
準化を目指して活動中である。こ
の様な状況下で行われている
「未利用周波数帯への無線シス
テムの移行促進に向けた基盤技
術の研究開発」は時機を得た研
究開発であり、将来的な産業育
成の観点からも期待できる。

5431

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24141
特別研究員
事業

このま
ま推進
すべき

特別研究員事業は我
が国の中期的（3-5
年）に見た研究成果の
躍進及び長期的に見
た研究者養成に対し、
効率的で有効性の高
い施策であると考えら
れる．そのため前年度
と同程度以上の予算
を確保する妥当性・根
拠があり、規模を維持
もしくは拡大して継続
すべきと考えます．

第一に、健全な研究者育成環境
の確保のため経済的な補助は必
要不可欠である． 
博士後期課程以上に進学した学
生であって、研究者として十分な
潜在力を持つ者がキャリア形成
を諦めた場合、本邦独特の企業
採用慣行により必ずしも専門性
の高い一般職はなく、人材の浪
費であると言える．正規のアカデ
ミックポジションが得られる年齢
の上昇はつとに指摘されるところ
であり、また博士課程学生がTA
等本施策以外の手段により得ら
れる収入も極めて不十分な水準
に止まるため、本施策が縮小ま
たは中止された場合、前述の人
材の流失が相応の規模で起こる
事は確実である． 
 
第二に、優秀な若手研究者の活
発な研究活動を保証する、数少
ないポジションを提供している． 
本邦における研究者のほとんど
は大学教員であり教育義務を負
うが、現在の文科省方針では一
学期辺りの講義数を確保する事
が強く求められるため休講が事
実上不可能である．職務上の直
接の負担のみならず学期中の出
張が制約され、国際学会等への
参加が困難になっている現状が
あるが、特別研究員はこのような
制約を負わず、科研費の同時支
給と併せ幅広い活動が可能にな
っている． 
第三に、特別研究員採用者の採

9



用後の活動も考慮するなら、研
究成果の生産に効率の良い投資
である． 
たとえば筆者の場合平成19-20
年度に特別研究員DC2に採用さ
れ、その期間の研究に基づき昨
年から今年にかけ1本の単著・5
本の共著論文を執筆している
が、採用終了後であるため終了
時の研究成果報告には反映され
ていない．

5432

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

本施策は、研究者が
自由な発想のもと研
究するために極めて
重要で必要なもので
ある。大学における科
学技術のシーズを作
るきっかけになること
が多く、我が国が技術
立国を維持するため
に推進すべきである。

本施策は、研究者が自由な発想
のもと研究するために極めて重
要で必要なものである。大学にお
ける科学技術のシーズを作るき
っかけになることが多く、我が国
が技術立国を維持するために推
進すべきである。

5433

小・
中・
高
校

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24148
理科教育等
設備整備等
補助金

改善・
見直し
をした
上で推
進すべ
き

理科教育等設備整備
等補助金の増額

小学校で教師をしています。今年
度は、各校５万円の理振でした。
昨年のことを考えると今年度の
かなりの減額は理解できます。来
年度は、今年度よりもっと少なく
なっています。 
理科教育等設備整備等補助金で
しか、高額な理科備品を購入す
ることができません。せめて、各
校１０万以上はあるとありがたい
です。特に、顕微鏡は、多くの子
が使うので壊れるのがはやいで
す。子どもたちに「理科大好き！」
と言われる授業をこれからも行う
ためによろしくお願いします。

5434

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24141
特別研究員
事業

このま
ま推進
すべき

より規模を拡大して推
進すべきである。

この制度は科学分野などでの活
躍を夢見る若者が経済的な事情
に左右されずに勉学に取り組む
ために必須のものである。これま
でにも、優秀な若者が経済的理
由から泣く泣く研究の続行をあき
らめる姿を多く見てきた。より多く
の若者に勉学のチャンスを与え
るよう、いっそうの制度の充実を
望む。

女性研究者が出産・
子育て等と研究を両
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5435

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

60
歳
～

文
部
科
学
省

24010
女性研究者
研究活動支
援事業

このま
ま推進
すべき

立するための環境整
備、いわゆる「両立支
援策」として、１）女性
研究者支援室の設置
やコーディネーターの
配置、２）研究・実験補
助者等の雇用経費の
支援は必要不可欠の
施策である。 
平成23年度予算とし
て、従来、科学技術振
興調整費でサポートさ
れていた「女性研究者
モデル育成事業」のエ
ッセンスの部分が、規
模は縮小されたもの
の、このように文部科
学省の概算要求のな
かに位置づけられたこ
とに感謝いたします。 
ただ、26百万円で対
象機関が10機関とい
う要求レベルは、金
額、数値ともにギリギ
リと考えられる。これ
までのモデル事業の5
年間で、女性研究者
支援が機関の活性化
に役立つという認識が
定着しつつある時期な
ので、予算を増額して
でも、年度あたりの事
業採択数を15件程度
には増やして欲しいと
考える。少なくともこれ
以上、削られないよう
に、頑張ってくださ
い！よろしくお願いい
たします。

女性研究者支援育成モデル事業
採択機関は国立が大半を占めて
いる。私学、公立機関への普及
は進んでいない（2009学術会議
調査より）。実際、採択機関と非
採択機関の間の女性研究者支
援に関する格差は、意識の面で
も、実際の施策の面でも開く一方
である。そのような状況の時に、
国が呼び水としての予算をつけ
ることで、より広い波及効果が期
待できる。この施策が人材育成
の一環であることを考えると、若
い女性研究者にとって、たまたま
在籍している機関が支援事業を
行っているか否かで、将来に対
する実績や評価が大きく違ってく
ることは、決して望ましいことでは
ない。そのような意味でも、「両立
支援のための基盤整備」の中で
も主要な上記2点は、すみやかに
全国の、特に私立、公立機関に
も波及されるべきである。そのた
めには、前倒しででも採用件数を
増やして欲しいと思います。

5436

民
間
企
業

20
～
29
歳

総
務
省

20112

ユニバーサ
ル音声・言
語コミュニ
ケーション
技術の研究
開発

このま
ま推進
すべき

音声を認識し、それを
翻訳するという技術を
高めていってほしい。
英語や中国語のよう
なニーズの高い言語
だけでなく、多くの言
語に翻訳できるように
研究を進めていってほ
しい。

今後、グローバル化はますます
加速すると思われ、その際に一
番の障壁となりえるのが言葉の
問題であると思う。この問題を研
究成果によってクリアすることが
できれば、日本人が海外に進出
することを容易にし、国力の増強
につながると思う。

5437

小・
中・
高
校

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24148
理科教育等
設備整備等
補助金

改善・
見直し
をした
上で推
進すべ
き

 教育現場は、予算が
なくて困っております。
 大幅な予算の増額
をお願いいたします。

 小中学校の理科教員は自腹を
きっている方が 
ほとんどです。予算がないと、満
足な実験・観察の授業ができま
せん。

大
学・
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5438

公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

60
歳
～

文
部
科
学
省

24138

Bファクトリ
ー加速器の
高度化によ
る新しい物
理法則の探
求

このま
ま推進
すべき

2008年の小林・益川
両氏のノーベル賞受
賞を決定づけたKEKB
加速器による実験的
検証をさらに進め、宇
宙初期の新たな物理
法則の探索に対して、
日本が一層の国際的
なリーダーシップを発
揮すべきである。

今後、日本がとるべき国際的な
役割、リーダシップは、学術、文
化、教育において、世界のあらゆ
る地域、国々の方々が、日本に
次世代の方々の教育を託し、ま
た人材を送ることを切望するなか
で、醸成されるものと信じる。 経
済大国を目指す以上に、学術、
文化、教育の質を、世界を常にリ
ードするものとする努力が国の施
策の最優先レベルを得るべき。

5439

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24169

我が国の宇
宙技術の世
界展開 -最
先端宇宙科
学・技術と
人材育成を
セットにした
新たな海外
展開戦略- 
【特別枠該
当施策】

このま
ま推進
すべき

いっそうの充実を目指
して推進すべきであ
る。

今年に入ってから日本の宇宙開
発は成功が続き、世界における
存在感が増しているところである
が、これらの成果は過去5～10年
あるいはそれ以上昔の投資が実
を結んだものと考えるべきであ
る。近年は、とくに宇宙科学分野
や地球観測分野では予算難から
多くの計画が足踏み状態にあり、
技術の継承と発展が難しくなりつ
つある。手遅れになる前に対策を
望む。はやぶさ2さえ推進すれば
良いというものではない。

5440

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

大型の規模となるプロ
ジェクトも重要だとは
思うが、比較的小さい
研究組織が新しい研
究にチャレンジできる
形式が望ましい。ま
た、萌芽的研究の枠
組みの継続も、将来
的な新しい研究の芽
を育てるのに重要で
ある。

日本の研究者が自由な発想で研
究に望むための、ほぼ唯一の研
究予算獲得のための手段であ
り、この事業の発展的な継続以
外に日本の研究開発力を高める
術はない。

5441
大
学・
公
的
研
究
機
関

50
～
59

文
部
科
学

24137
アルマ計画
の推進

このま
ま推進
すべき

きわめて重要な天文
学の国際共同プロジェ
クトなので、政府全体
の予算削減があるか
らと言って、同じように
予算削減をすべきで
はない。むしろ増額す
べきである。このよう
な基礎科学こそ、政治
主導で強く推進してほ
しい。また、単に望遠
鏡や装置などのハー
ドに予算を出すだけで
なく、アルマ計画・天
文学研究を推進する
若手研究者の養成、

人類の宇宙認識を一変させる可
能性のある、きわめて重要な天
文観測国際プロジェクトであるか
ら。また、日本が世界文化に大き
く貢献する最も良い課題の一つ
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（独
法・
公
設
試
等）

歳 省 関連する大学や研究
教育機関の支援も視
野に入れた予算措置
をすべき。日本の大型
科学予算は箱モノだ
けつくるのに重点が置
かれ、人材育成に目
が行き届いていない。
世界最高の装置を活
かせるだけの研究体
制、教育体制の構築
に、しっかりと予算を
出すべきである。

であるから。政府はしっかりと援
助すべき。

5442

民
間
企
業

60
歳
～

経
済
産
業
省

27108

低炭素社会
を実現する
超低電力デ
バイスプロ
ジェクト

このま
ま推進
すべき

ＬＳＩの低消費電力化
に焦点を当て、産官連
携・結集して、かつオ
ープン方式で、研究開
発を行うのは画期的。
半導体産業界ばかり
ではなく、日本のため
に、是非強力に進め
て欲しい。 
ただ、予算規模を見る
と、他国に比べると、
一桁少ない。今後、つ
くば拠点に集中的に
資金が集まり、既存プ
ロジェクトの隙間を埋
めるとともに、アプリと
連携したより実践的な
プロジェクトが生まれ
ることを願っている。

デバイスの低消費電力化を狙う
ことは重要で、是非、強力に推進
しなければならないが、システム
全体の低消費電力化を狙わない
と意味が無い。そのためには、目
的のシステムを明らかとし、他の
プロジェクトとの融合、新規プロジ
ェクトの発足が必須。また大学と
の連携が必須だが、その枠組み
が見えていない。

5443

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24143
グローバル
COEプログ
ラム

このま
ま推進
すべき

グローバルCOEプログ
ラムは、我が国科学
技術推進の根幹とな
る極めて厳選された
大学院博士課程の学
生に対し、RA 等の金
銭的補助などを提供
することにより教育・
研究に専念せしめる
体制を構築するもの
で、きわめて画期的か
つ重要なプログラムで
ある。現在実施中のプ
ログラムでは、順調に
多数の博士課程学生
が育成されており、こ
れを継続して実施する
ことは我が国科学技
術を世界の最高水準
とし世界をリードする
ために絶対に必要で
ある。

我が国の活力を維持し発展させ
るためにはとりわけ理工系の大
学院博士課程における教育・研
究を充実させて科学技術を振興
する以外に道はない。博士課程
学生に後顧の憂いなく教育・研究
に専念させることができるRA制
度は、GCOE事業のもとで多数の
大学院学生を育ててきており、こ
の学生が若手研究者として我が
国科学技術の発展を支える段階
に入っている。これをさらに拡充
することこそ我が国科学技術レベ
ル維持の鍵である。 

大
学・ 大学等の保有する先
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5444

公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24172
先端研究施
設共用促進
事業

このま
ま推進
すべき

端的な研究開発施設
等の基礎研究から産
業利用までの幅広い
共用を促進することに
より、科学技術活動全
般を高度化し、産学の
イノベーション加速・拡
大を図るとともに我が
国の研究開発投資の
効率化を図ることは重
要である。

研究開発力強化法（第35条）で
は、研究開発施設等の共用の促
進を図るために国が所要の施策
を講じること等が規定されてお
り、大学等が保有する先端的な
研究施設の広範な分野や多様な
研究に活用を促進する本事業は
重要な施策である。

5445

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24167
固体ロケッ
ト

このま
ま推進
すべき

射場の整備、人材の
育成も含めてこの施
策を強力に推進すべ
きと考えます。「はや
ぶさ」への注目が集ま
っているこの機を逃さ
ず優れた人材を確保
し、世界最先端にあっ
た日本の固体ロケット
技術を維持発展させ
るためにも、今この施
策が必要です。

現在運用されているロケットはH-
IIA/Bしかなく、比較的小型のペ
イロードを打ち上げる場合の自由
度が著しく失われている。より大
型な衛星で使う技術の試行や、
小型衛星でも十分実現できかつ
独創性のあるアイディアを迅速に
実現に移すための機動力が必要
であり、そのための小型固体ロケ
ットの早期整備が欠かせないと
考えます。

5446

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

60
歳
～

文
部
科
学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

日本の学術研究の根
幹をなし、研究者から
の自由な発想に基づ
く、研究提案をもとに、
国が研究を評価し、支
援する制度を今後も、
ますます、発展、させ
るべき。

今後、日本がとるべき国際的な
役割、リーダシップは、学術、文
化、教育において、世界のあらゆ
る地域、国々の方々が、日本に
次世代の方々の教育を託し、ま
た人材を送ることを切望するなか
で、醸成されるものと信じる。 経
済大国を目指す以上に、学術、
文化、教育の質を、世界を常にリ
ードするものとする努力が国の施
策の最優先レベルを得るべき。

本施策による予算の使途は国際
学会開催・外国人研究者招聘な
ど直接の研究活動に関わるもの
と、ポスドク雇用等間接経費的な
使用が半々であると思われ、どち
らも重要であるが、ここではスペ
ースの関係上後者のみについて
記述する． 
研究者として有望な者であって
も、数の上から言って、施策番号
24141特別研究員事業に採択に
される割合は半分を切ると思わ
れる．これは個人の能力だけの
問題ではなく、ポスドクが高年齢
化している現在、業績蓄積の大
きい高年齢のポスドクに比べ博
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5447

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24143

大学院教育
改革推進事
業のうち、
グローバル
COEプログ
ラム

このま
ま推進
すべき

当該施策のうち、筆者
の所属する東京大学
大学院数理科学研究
科の「数学新展開の
研究教育拠点」につい
て．採択時の予定され
た予算規模を維持し
て継続し、また可能な
ら、当初予定期間の
終了後も同様の施策
を実施することが望ま
しいと考える．

士号を取得したばかりのポスドク
は特別研究員への採用が不利に
なりやすいという状況でもあり、
「能力的に不足するポスドクの生
活保護」と即断するのは妥当で
はない． 
本施策はこの種の不採用となっ
たが研究人員として確保するの
が望ましい者、また研究機関が
積極的な意図を持って自機関に
所属・研究させたい者を柔軟な裁
量をもって雇用するために有効
な、数少ない大規模予算である．
ポスドクの雇用状況については
袰岩晶氏らによる調査「ポストド
クター等の研究活動及び生活実
態に関する分析」（2008年10月）
があるが、数学分野に限定すれ
ば、見聞きする範囲で無収入～
月収15万円程度等少なくなく、や
や違和感を感じる調査結果でも
ある．調査方法（各機関に依頼し
てポスドクから1割を選別・有効回
答率7割弱程度）から生じうる誤
差を考慮するならば（なお、同報
告によれば数学分野の回答数は
16名である）、同調査結果を唯一
の判断基準としてポスドクが現状
で生活上十分な収入を得ている
と判断すべきではなく、本施策の
ような追加的な施策の必要性が
薄れているわけではないと考えら
れる．

5448

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24173

産学イノベ
ーション加
速事業【先
端計測分析
技術・機器
開発】

このま
ま推進
すべき

このまま推進すべきで
ある。

独創的な研究開発活動を支える
基盤を強化するため、先端計測
分析技術における革新的な要素
技術開発、機器開発や、実用化・
研究開発現場への普及を目指す
プロトタイプ機の性能実証及びソ
フトウェア開発を推進するととも
に、普及促進活動により開発成
果の社会還元を推進することは
重要である。

5449

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

我が国の研究者の研
究活動を支える重要
な競争的資金であり、
予算規模を拡充すべ
きである。

大学等の研究費が減少するなか
で、公的な研究資金による研究
支援は必要である。
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法・
公
設
試
等）

5450

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24113
地球観測衛
星網の構築

このま
ま推進
すべき

EarthCAREの衛星搭
載ドップラー雲レーダ
ーの技術は、日本が
世界をリードするもの
であり、推進実現すべ
き 

EarthCAREによる雲観測は、地
球気候形成の理解にとって必須
である。TRMMの成功などによ
り、衛星搭載レーダー観測が多く
の科学的知見をもたらすことが期
待される。

5451

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24189
学術国際交
流事業

このま
ま推進
すべき

このまま推進すべきで
ある。

覚書等に基づく二国間交流事業
や国際的な研究拠点構築を目指
す多国間交流事業などを通じた
国際共同研究等の実施や、優秀
な外国人研究者の効果的な招へ
い及び我が国と外国人研究者の
ネットワークの形成支援など、多
様なニーズに合わせた学術国際
交流を実施することは重要であ
る。

5452

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24125

免疫・アレ
ルギー科学
総合研究事
業

このま
ま推進
すべき

花粉症のみならず、イ
ンフルエンザを含む新
規安全性ワクチンを早
く実現してもらいたい。

感染症の治療が以前にもまして
重要になっている。やはり、ワク
チン療法がcost-performanceの
観点から、もっとも優れている。こ
のための、基礎研究応用研究を
強力に推進してもらいたい。

5453

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独

40
～
49
歳

文
部
科
学

24180
ナノテクノロ
ジー・ネット
ワーク

このま
ま推進
すべき

このまま推進すべきで
ある。

我が国のナノテクノロジー・材料
研究を振興し、世界トップレベル
の研究開発能力の維持およびさ
らなる発展を目指すため、全国
の１３拠点（２６機関）の大学や独
立行政法人等が所有し、他の機
関では整備が困難な最先端のナ
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法・
公
設
試
等）

省 ノテクノロジー研究施設を我が国
の研究者が共用化するためのネ
ットワークを整備することは重要
である。

5454

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24143
グローバル
COEプログ
ラム

このま
ま推進
すべき

グローバルCOEプログ
ラムは、我が国の科
学技術推進の根幹と
なる極めて厳選された
大学院博士課程の学
生に対し、RA等の金
銭的補助などを提供
することにより教育・
研究に専念させる体
制を構築するもので、
きわめて画期的かつ
重要なプログラムであ
る。現在実施中のプロ
グラムでは、順調に多
数の博士課程学生が
育成されており、これ
を継続して実施するこ
とは、我が国の科学
技術を世界の最高水
準とし世界をリードす
るために不可欠であ
る。

とりわけライフ・バイオ・メディカル
領域なと?融合領域につながる産
業分野では、それを創るのに必
要な技術の垂直統合に、桁違い
に広い範囲の技術的造詣が要求
される。我が国の産業が世界をリ
ードするためには、このような未
開拓な分野において我が国を背
負う将来が期待される大学院博
士課程の学生に対して、教育・研
究を充実させて科学技術を振興
する以外に道はない。RA制度を
さらに拡充することこそ、我が国
の科学技術発展の鍵である。

5455

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

このまま推進すべきで
ある。

人文・社会科学から自然科学ま
で全ての分野にわたる「学術研
究」（研究者の自由な発想に基づ
く研究）を格段に発展させ、重厚
で多様な知的蓄積を形成するこ
とは重要である。

5456

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研究費
補助金

改善・
見直し
をした
上で推
進すべ
き

「国民との科学・技術
対話の推進」ではな
く，「国民との科学・技
術対話プロジェクトの
推進」と積極的な文言
をお願いします。 
１）科研費での実施内
容が明確でないこと 
２）現状では科研費取
得者の任意によるも
のになっており積極性
が見られないこと 
３）国民との科学・技
術対話に関する専門
枠が無いこと。

国民との科学・技術対話プロジェ
クトの推進」必要理由。 
国民との科学・技術対話の推進
の分野は，個々の細目ごとに実
施するものではありません。科学
技術は縦横につながっていま
す。科学技術対話の専門家を育
成している大学に支援が必要で
す。今まで何度も申請しています
が，現在の細目では限界があり
ます。

17



5457

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24137
アルマ計画
の推進

このま
ま推進
すべき

日本がこれまで培って
きた電波天文学の技
術と知見を世界に還
元し、国際協力によっ
てさらに高みを目指す
アルマ計画への参加
は、科学先進国日本
が果たすべき重要な
国際貢献です。本格
運用が目前に迫る
今、さらに強力に推進
すべきと考えます。

日米欧3者がほぼ対等な立場で
協働するこの計画においてその
責務を万が一果たせないとなれ
ば、本計画だけでなく広い範囲で
日本の信頼を失うことになる。天
文学に限らず、国際協力が基本
になるであろう将来の科学研究
計画を見据えるとアルマは試金
石的存在であり、その中でしっか
りと日本の役割を果たし存在感を
示すことが重要と考えます。

5458

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24143
グローバル
COEプログ
ラム

このま
ま推進
すべき

グローバルCOEプログ
ラムは、我が国科学
技術推進の根幹とな
る極めて厳選された
大学院博士課程の学
生に対し、RA 等の金
銭的補助などを提供
することにより教育・
研究に専念せしめる
体制を構築するもの
で、きわめて画期的か
つ重要なプログラムで
ある。現在実施中のプ
ログラムでは、順調に
多数の博士課程学生
が育成されており、こ
れを継続して実施する
ことは我が国科学技
術を世界の最高水準
とし世界をリードする
ために絶対に必要で
ある。 

我が国の活力を維持し発展させ
るためにはとりわけ理工系の大
学院博士課程における教育・研
究を充実させて科学技術を振興
する以外に道はない。博士課程
学生に後顧の憂いなく教育・研究
に専念させることができるRA制
度は、GCOE事業のもとで多数の
大学院学生を育ててきており、こ
の学生が若手研究者として我が
国科学技術の発展を支える段階
に入っている。特に、言語の違い
を意思疎通の壁と感ずることな
く、世界中の研究者と協力・競争
していける若手研究者を育てて
いくために、極めて有効であり、
これをさらに拡充することこそ我
が国科学技術レベル維持・発展
の鍵である。 

5459

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

60
歳
～

文
部
科
学
省

24008
テニュアトラ
ック普及・
定着事業

このま
ま推進
すべき

 
テニュアトラック制の
定着と発展を強く支持
します。この制度の運
用の中で、女性研究
者、外国人研究者の
更なる登用（数値目標
をみたすべく）がなさ
れるよう、進めていた
だきたいと思います。

テニュアトラック制を実施する大
学等では、この制度をスタート、
定着させるために、自学の将来
わたる人材育成に関して、真剣
に議論をし、明文化し、学内でも
競合しあうシステムができあがっ
ている。また、若手育成のために
は、従来の講座にとどまらない分
野横断型、あるいは異分野融合
型の研究を推進する必要も出て
くる。私は「テニュアトラック制の
普及・定着」させること自体が、単
に自立した若手の育成支援にと
どまらず、大学・機関の良い意味
での変容を前提としているところ
に一番大きな意味があると思う。
したがって、この制度をしっかり
根付かせ発展させて欲しいと考
えます。

大
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5460

学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24160
海洋・極限
環境生物圏
研究

改善・
見直し
をした
上で推
進すべ
き

国民との科学技術対
話のプロジェクト推進
が必要です。

海洋は我々人類にとって必要欠
くべからざるものであり，国民は
もっと知る必要があります。東京
海洋大学では海洋リテラシー部
門を立ち上げております。ぜひ，
何らかのお役に立てればと思い
ます。

5461

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24008
テニュアトラ
ック普及・
定着事

このま
ま推進
すべき

若手の研究者を育成
する政策は重要であ
ると思う。

諸外国との競争に勝つために
は、人材育成が重要。また、せっ
かくの優秀な若手を外国に奪わ
れないようにすることも大切。

5462

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24114

地球環境予
測・統合解
析に向けた
衛星観測デ
ータの高度
化

このま
ま推進
すべき

地球観測衛星データ
の統合的利用のため
のインフラおよび技術
開発を積極的に推進
すべきである。

地球観測衛星を利用した科学研
究は、地球気候およびその変動
の理解のために非常に有効かつ
必須であることが、これまでの実
績から示されている。

5463

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

60
歳
～

文
部
科
学
省

24150
理科支援員
配置事業

このま
ま推進
すべき

日本の将来を担う若
き次世代・児童の理科
教育、自然への興味
を、積極的に導く施策
として、是非、継続、さ
らに発展させるべき。

今後、日本がとるべき国際的な
役割、リーダシップは、学術、文
化、教育において、世界のあらゆ
る地域、国々の方々が、日本に
次世代の方々の教育を託し、ま
た人材を送ることを切望するなか
で、醸成されるものと信じる。 経
済大国を目指す以上に、学術、
文化、教育の質を、世界を常にリ
ードするものとする努力が国の施
策の最優先レベルを得るべき。そ
のなかでも、小学校等における
自然への興味を高め、学ぶこと
への喜びを、得てもらう努力は、
とても大切。 
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5464

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24109

(独)海洋研
究開発機構
運営費交付
金「地球環 
境変動研
究」

改善・
見直し
をした
上で推
進すべ
き

国民との科学技術対
話のプロジェクト推進
が必要です。

海洋は我々人類にとって必要欠
くべからざるものであり，国民は
もっと知る必要があります。東京
海洋大学では海洋リテラシー部
門を立ち上げております。ぜひ，
何らかのお役に立てれば幸いで
す。

5465

民
間
企
業

50
～
59
歳

総
務
省

20118

未利用周波
数帯への無
線システム
の移行促進
に向けた基
盤技術の研
究開発

このま
ま推進
すべき

携帯電話や無線ＬＡＮ
の普及により、世の中
が大きく変化した。い
つでもどこでも情報の
伝達ができる社会は、
単に連絡が取り合え
るだけでなく、様々な
ビジネス機会（雇用）
を創出している。未利
用周波数帯の有効利
用や、個々の無線通
信の品質を向上させ
る技術開発など、無線
通信を使いやすくする
ための施策は積極的
に取り組んで頂きたい

無線による大容量データ伝送が
可能となった反面、主な無線通
信システム（携帯電話、Wi-Fi、
Wi-MAXなど）で利用されている
周波数帯（800MHz～７GHz）の混
雑度は大変に高く、ノイズ問題な
ども加わり、通信性能の劣化が
生じている。そのためにも、未利
用のミリ波帯を普及させるための
技術開発（特に、高価なデバイス
の低廉化）、無線通信で避けて通
ることができないノイズ問題に対
する研究開発を推進して頂きた
い。

5466

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24188

国際科学技
術共同研究
協力推進事
業

このま
ま推進
すべき

（２）地球規模課題対
応国際科学技術協力
プログラムについて
は、我が国が世界をリ
ードして構築してきた
科学技術を国際社会
に還元する最善の施
策として、一層の予算
的・制度的拡充が強く
望まれる。特にこれま
でのODAの諸制度に
制約されがち（JICA予
算がJST予算に比べ
て2:1）である現状を改
善するため、純粋に科
学技術研究に使用で
きる部分（JST予算）を
漸増し、将来的には
ODA相当分（JICA予
算）と同規模とするこ
とが不可欠である。

日本の経済的・産業的頭打ちの
現状において、現在の国際的地
位・指導力を維持あるいはさらに
増進させるためには、日本の持
つ最大の長所である科学技術の
うち特に地球規模課題に対応で
きる諸分野の成果・手法を発展
途上の諸外国に最大限拡散し活
用することが最善の施策である。
地球規模課題であるため、過去
のODAと異なり、その成果は世
界全体に貢献することができる。
同時に、発展途上国の先端的研
究機関・研究職ポストを増やすこ
とにより、日本や他の先進国内で
（予算的制約で）飽和した研究人
材に具体的な活動の場を与え、
日本および世界の科学技術のさ
らなる発展を強く促すことができ
る。

大
学・
公
的
研 改善・

研究者が海洋資源開発に関する
シンポジウムを開催する等、アウ
トリー チ活動は活発に行われて
いる。とありますが，十分ではあ
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5467

究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24103
海洋鉱物資
源探査技術
高度化

見直し
をした
上で推
進すべ
き

国民との科学技術対
話の積極的なプロジェ
クト推進が必要です。

りません。より多くの国民の理解
が必要です。海洋は我々人類に
とって必要欠くべからざるもので
あり，国民はもっと知る必要があ
ります。東京海洋大学では海洋リ
テラシー部門を立ち上げておりま
す。ぜひ，何らかのお役に立てれ
ばと思います。

5468

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24011

リサーチ・ア
ドミニストレ
ーターを育
成・確保す
るシステム
の整備

このま
ま推進
すべき

研究者の負担を減ら
し、専門的知識を持っ
た人材を活用するとい
う2点においてこの施
策は重要です。ただし
育成した後にきちんと
活躍の場を作るため、
例えば競争的資金や
基盤的研究費で安定
的な雇用が確保でき
るよう他の施策との調
整が不可欠です。また
博士号取得者のキャ
リアパスの一部とし
て、研究キャリアとの
行き来を確保すること
も重要と考えます。

海外の研究機関と比較したとき、
事務作業の煩雑さに加え日本語
の問題が海外の有能な研究者を
日本に呼び寄せる障壁となって
います。語学に堪能な人材を配
することでその障壁を緩和するこ
とができます。また専門的知識を
活かして科学コミュニケーション
的な活動を行うこともでき、社会
の中での全体的な研究環境の向
上にも資することができると考え
ます。

5469

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

60
歳
～

文
部
科
学
省

24143

大学院教育
改革推進事
業のうち、
グローバル
COEプログ
ラム

このま
ま推進
すべき

「教育と研究」は将来
への投資ですから，持
続的であるべきです．
グローバルCOEは，技
術立国を標榜する日
本を支え，国際的舞
台で活躍できる人材を
育成するのに大きな
役割を果たしていま
す．21世紀COEから始
まり，グローバルCOE
へと引き継がれ，技術
立国を標榜する日本
を支え，国際的舞台で
活躍できる人材を育
成するのに大きな役
割を果たしています．
今後とも継続すべきで
す．

韓国や中国をはじめ諸外国では
グローバルCOEに匹敵する大型
の教育研究プログラムを国を挙
げて実施しています．グローバル
COEの事業を縮小するようなこと
があれば，その深刻な影響が5年
ないし10年後に表れ，日本を支
えるべき科学技術者の数と質の
衰退と国際競争力の顕著な凋落
を招くことになります．「教育と研
究」は技術立国を標榜する日本
の将来への投資であると言う観
点からグローバルCOEの役割を
理解していただきたい．

改善・

自動車、家庭用その
他の用途向け実用化
開発にもう一歩のとこ
ろまで来ている燃料電
池市場状況の中、本
施策について予算減
をすることににより、世
の中全般の商品化意
欲にブレーキをかける
ことに大きな危惧を感
じます。前年並みかも

燃料電池の技術力については、
間違いなく日本がトップを走って
いるものと考えます。ここでこの
施策の予算を大きく下げること
は、将来的な国際競争力を失うこ
とにつながり、せっかく今まで培
ってきたものが中途半端な形で
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5470

民
間
企
業

50
～
59
歳

経
済
産
業
省

27126

固体高分子
形燃料電池
実用化推進
技術開発

見直し
をした
上で推
進すべ
き

う少し上回る予算をか
けて、燃料電池を開発
しているベンチャー、
企業、研究機関をもっ
と、今より広く取り込ん
だ取り組みをしていく
べきと考えます。ま
た、用途についても今
まであまり検討されて
こなかった、通信関連
等の非常電源用途等
もう少し幅広く考える
必要があります。その
ために予算減には反
対致します。

終わるのではないかと不安に考
えます。世界を見るとヨーロッパ
が元気であり、ドイツ-Daimler等
との連合が大きな脅威ですし、他
の分野と同様中国や韓国も脅威
です。日本の力の入れ方が変わ
ることは、彼らにとって大きなチャ
ンスとなります。国際標準化にも
大きな影響を与え、日本が優位
に進めるのに障害となるのでは
ないかと危惧致します。

5471

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24010
女性研究者
研究活動支
援事業

このま
ま推進
すべき

女性研究者を支援す
る制度は重要である。

研究者に占める女性研究者が非
常に少ない現状は、諸外国と比
較しても歴然である。男女共同参
画社会を推進すべき点は、研究
の分野でも同じで、本事業により
少しでも改善すべきである。

5472

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24119

ナショナル
バイオリソ
ースプロジ
ェクト

このま
ま推進
すべき

国として責任をもって
ナショナルバイオリソ
ースプロジェクト
（NBRP）の支援をして
いただくことを強く要望
いたします。とくに、
NBRPによるウミシダ、
ホヤ、メダカなどの生
物遺伝資源の管理・
供給のいっそうの推進
を強く求めます。

ウミシダ、ホヤ、メダカを用いた基
礎生物研究は我が国が世界をリ
ードする研究成果を発信してお
り、NBRP事業によりめざましい発
展を遂げています。とくにウミシダ
とホヤは研究室単位では飼育維
持が極めて困難であり、NBRPは
我が国の特色ある研究の基盤を
支えています。また、NBRPから
得たウミシダおよびホヤは大学
学部生の実験にも用いられ、大
きな教育効果をあげています。

5473

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試

40
～
49
歳

農
林
水
産
省

26001

メタゲノム
解析による
沿岸漁場モ
ニタリングと
漁 業被害
の予測・抑
制技術の開
発

改善・
見直し
をした
上で推
進すべ
き

国民との科学技術対
話のより一層のプロジ
ェクト推進が必要で
す。

一般市民を対象としたシンポジウ
ム等の開催、プレス発表等を通じ
てア ウトリーチ活動を推進する。
とありますが，これだけでは不十
分です。 
 海洋は我々人類にとって必要
欠くべからざるものであり，国民
はもっと知る必要があります。東
京海洋大学では海洋リテラシー
部門を立ち上げております。ぜ
ひ，何らかのお役に立てれば幸
いです。
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等）

5474

民
間
企
業

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24126
ゲノム医科
学研究事業

このま
ま推進
すべき

ゲノム解析は，生物学
上の多くの疑問に対
し，ブレイク・スルーを
期待しうる研究であ
る．医学分野では，現
在なお治療困難な疾
患に対する新しい治
療法の開発のみなら
ず，早期診断，予後予
測，副作用の予測と
対策など応用範囲も
広く，確実に医療の進
歩に貢献する研究事
業と考えられる．従っ
て，今後も大いに推進
すべき事業である．

ヒト遺伝子の塩基配列の解読は
既に完了したが，この業績も，患
者の治療や国民の健康に直結す
るところまで到達しなければ，真
の貢献とは言えない．臨床で活
用できる遺伝子異常の診断技術
や治療への実用化技術の開発こ
そ，現時点で最も取り組むべき課
題と考えられる．まだ研究が始ま
ったばかりと言ってよい分野であ
り，その潜在的可能性を考える
と，充分に予算を投入する価値
がある．

5475

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24129
バイオリソ
ース事業

このま
ま推進
すべき

国として責任をもって
バイオリソース事業の
支援をしていただくこ
とを強く要望いたしま
す。とくに、ウミシダ、
ホヤ、メダカなどの生
物遺伝資源の管理・
供給のいっそうの推進
を強く求めます。

ウミシダ、ホヤ、メダカを用いた基
礎生物研究は我が国が世界をリ
ードする研究成果を発信してお
り、バイオリソース事業によりめ
ざましい発展を遂げています。と
くにウミシダとホヤは研究室単位
では飼育維持が極めて困難であ
り、我が国の特色ある研究の基
盤を支えています。また、バイオ
リソース事業で供給されるウミシ
ダおよびホヤは大学学部生の実
験にも用いられ、大きな教育効果
をあげています。

5476

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

経
済
産
業
省

27002
海洋エネル
ギー技術研
究開発

改善・
見直し
をした
上で推
進すべ
き

「アウトリーチ活動実
施の具体化に向け検
討中」では不十分で
す。関連大学とともに
科学技術対のプロジェ
クト推進を実施する。
と明記してください。

海洋は我々人類にとって必要欠
くべからざるものであり，国民は
もっと知る必要があります。東京
海洋大学では海洋リテラシー部
門を立ち上げております。ぜひ，
何らかのお役に立てれば幸いで
す。

5477

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24012

博士課程教
育リーディ
ングプログ
ラム

このま
ま推進
すべき

大学院の教育機能を
充実させることは重要
である。

国際社会に通用する人材を育成
することは、将来の日本のために
は必要不可欠である。
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設
試
等）

5478

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24177
大強度陽子
加速器施設
（J-PARC）

このま
ま推進
すべき

共用法事業をふくめ、
今後もより発展させて
いくべきと考えます。

東アジアの科学技術において、
中国の発展は著しく、日本が東ア
ジア諸国に対してもっていたリー
ドは確実にちじまっています。そ
の中で、SPring-8,J-PARCの量
子ビームは、中国に対し圧倒的
なアドバンテージを維持していま
す。中国でも量子ビーム施設の
建設が検討されていることから、
今のアドバンテージを維持し、東
アジアでの競争力をより高めるた
めには、J-PARC、SPring8へ継
続した支援が重要と考えます。量
子ビーム分野での支援を縮小す
ると、中国、インドなど急進国に
対するアドバンテージを失う可能
性があります。科学立国として、
これは避けるべき事態です。

5479

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24119

ナショナル
バイオリソ
ースプロジ
ェクト

このま
ま推進
すべき

国として責任をもって
ナショナルバイオリソ
ースプロジェクトの支
援をしていただくことを
強く要望いたします。
とくに、ウミシダ、ホ
ヤ、メダカなどの生物
遺伝資源の管理・供
給のいっそうの推進を
強く求めます。

本事業によって各研究者が所属
する研究機関に大掛かりな飼育
設備や系統維持施設を設置する
必要性が軽減され、国全体として
大きな効率化が進んでいます。
地方大学や小規模研究機関等で
これらの生物を自前で安定的に
維持、供給することは極めて困難
です。たとえば、ホヤやメダカをモ
デル生物とした生命科学研究
は、我が国が世界をリードする分
野であり、ゲノム解読後、国際的
にも新規グループの参入が著し
い分野です。ホヤ、メダカともに、
ヒト遺伝病の原因解明の一端を
担うなど、医学的にも重要な成果
が得られています。我が国の研
究者が中心となって行われたこ
れらの生物のゲノム解読の成果
を生かすには、バイオリソース事
業より多くの研究者がその資源
を活用できることが極めて重要で
す。

5480

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設

40
～
49
歳

環
境
省

29105
里地里山保
全活用行動
推進事業

改善・
見直し
をした
上で推
進すべ
き

里地里山保全活用行
動推進事業に里川，
里海も含めてくださ
い。

里山も重要ですが，里海も重要
です。（里川，里海）の文言を挿
入してください。

24



試
等）

5481

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24129
バイオリソ
ース事業

このま
ま推進
すべき

国として責任をもって
バイオリソース事業の
支援をしていただくこ
とを強く要望いたしま
す。とくに、ウミシダ、
ホヤ、メダカなどの生
物遺伝資源の管理・
供給のいっそうの推進
を強く求めます。

本事業によって各研究者が所属
する研究機関に大掛かりな飼育
設備や系統維持施設を設置する
必要性が軽減され、国全体として
大きな効率化が進んでいます。
地方大学や小規模研究機関等で
これらの生物を自前で安定的に
維持、供給することは極めて困難
です。たとえば、ホヤやメダカをモ
デル生物とした生命科学研究
は、我が国が世界をリードする分
野であり、ゲノム解読後、国際的
にも新規グループの参入が著し
い分野です。ホヤ、メダカともに、
ヒト遺伝病の原因解明の一端を
担うなど、医学的にも重要な成果
が得られています。我が国の研
究者が中心となって行われたこ
れらの生物のゲノム解読の成果
を生かすには、バイオリソース事
業より多くの研究者がその資源
を活用できることが極めて重要で
す。

5482

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

国
土
交
通
省

28104
海洋環境イ
ニシアティ
フ

改善・
見直し
をした
上で推
進すべ
き

国民との科学・技術対
話推進への対応が不
明です。国民との科学
技術対話のプロジェク
ト推進が必要です。

海洋は我々人類にとって必要欠
くべからざるものであり，国民は
もっと知る必要があります。東京
海洋大学では海洋リテラシー部
門を立ち上げております。ぜひ，
何らかのお役に立てればと思い
ます。

5483

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24119

ナショナル
バイオリソ
ースプロジ
ェクト

このま
ま推進
すべき

酵母などのリソースを
研究者に提供するシ
ステムは、研究に役立
ち、日本の基礎科学
の推進に貢献してい
る。ぜひ、このまま推
進してほしい。

個々の研究者ではできない生物
資源の管理を効率的に行う事
は、全体の予算を効率的に使う
事につながっている。このプロジ
ェクトによって、個々の研究者の
時間も予算もかなり有効に使わ
れている。他の大規模プロジェク
トを削ってでも残すべきである。

大
学・
公
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5484

的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

研究者の研究活動を
支える重要な競争的
研究費であり、さらに
充実させるべきであ
る。

研究者の自由な発想での応募も
しやすく、定着した制度でもあり、
若手からベテランの研究者の研
究活動に必要な研究費である。

5485

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24182

産学イノベ
ーション加
速事業【産
学共創基礎
基盤研究】

改善・
見直し
をした
上で推
進すべ
き

10年程度の長期的な
補助（3-5年程度は企
業でできる）で、各課
題に対する予算規模
を増やして全体の枠を
広げて前倒しで実行
すべき。

もはや一企業で解決できない問
題が山積しており、学側で問題点
を基盤的に解いてもらう必要があ
る。これらの知的基盤の構築は
目先の短期的利益に直接繋がら
ないため、企業側からの出資は
大変困難である。昨今の経済状
況を考えると、業界全体で要望
がある事項については前倒しで
実行し、次世代の成長を加速さ
せなければならない。

5486
その
他

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24181

イノベーショ
ンシステム
整備事業
（地域イノベ
ーションクラ
スタープロ
グラム）

このま
ま推進
すべき

地域の大学等を核とし
て、産学官連携基盤
を構築し、新たな先進
的な産業を地方から
創出し、地域活性化を
図るための事業であ
り、このまま是非推進
すべきと考える。 

地方における産学公連携の取り
組みによって、革新的な技術開
発とその事業化、産業化をめざ
す事業は少なく、地域に新たな産
業を生み出し、地域活性化を図
るためのものであり、２５年度の
事業終了までは継続し、疲弊して
いる地域の新たな発展の可能性
の目を摘まないでほしい。

5487
その
他

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24181

イノベーショ
ンシステム
整備事業
（地域イノベ
ーションクラ
スタープロ
グラム）

このま
ま推進
すべき

地域の大学等を核とし
て、産学官連携基盤
を構築し、新たな先進
的な産業を地方から
創出し、地域活性化を
図るための事業であ
り、このまま是非推進
すべきと考える。 

地方における産学公連携の取り
組みによって、革新的な技術開
発とその事業化、産業化をめざ
す事業は少なく、地域に新たな産
業を生み出し、地域活性化を図
るためのものであり、２５年度の
事業終了までは継続し、疲弊して
いる地域の新たな発展の可能性
の目を摘まないでほしい。

5488

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

我が国が生き残るた
めには，科学技術立
国を堅持する必要が
あり，次世代の科学技
術の萌芽を育てる基
礎研究を推進するた
めの財源は，この科
学研究費補助金しか
ない．従って，緊急度
が高い．

科学研究費補助金が削減される
ならば，おそらくこの国は滅亡す
る．

26



等）

5489

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24002
海洋生物資
源確保技術
高度化

改善・
見直し
をした
上で推
進すべ
き

「海洋生物資源に関す
る科学的成果等につ
いてシンポジウムを開
催する等、アウトリー
チ活動の実施を評価
要件として加える」を 
「海洋生物資源に関す
る科学的成果等につ
いてシンポジウムの開
催，教育実践等、アウ
トリーチ・教育活動の
実施を評価要件として
加える」に訂正

海洋は我々人類にとって必要欠
くべからざるものであり，国民は
もっと知る必要があります。東京
海洋大学では海洋リテラシー部
門を立ち上げております。ぜひ，
何らかのお役に立てれば幸いで
す。

5490

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24133 科学研究費

改善・
見直し
をした
上で推
進すべ
き

○ 我が国の研究者の
研究活動を支える重
要な競争的資金であ
り、予算規 
模を拡充すべきであ
る。 
○ 研究者の研究活動
を支援する重要な制
度であり、着実な予算
確保が必 
要。 
○ 基礎研究を行う大
学、独立行政法人、民
間企業の研究所等に
在籍する 
研究者が応募できる
もので、研究者が応募
しやすい研究資金で
ある。 
○個性的、独創的な
研究にも、機会を与え
るべきで、現行の厳し
い審査制度、日本的
な煩瑣な手続きを改
善すべきである。以前
は学会のボスのような
人物が自分に研究費
をつけていた。先のぼ
って、返還を求めるべ
きであろう。

○ 新しい研究テーマにチャレン
ジするため、応募しやすい研究
資金制度である。 
○ 新しい研究の芽を育てるため
には、採択率を上げて、多くの研
究者を支援する必要がある。 
○ 大学等の研究費が減少する
なかで、公的な研究資金による
研究支援は必要である。 
○現行の煩瑣な申請制度の下で
研究者は書類づくりにおわれ、本
来の研究ができない。事務局の
事前審査で、申請書を完璧なの
ものにするためには、ほぼ一ヶ月
も要することを知っていただきた
い。 
○独創的、個性的研究は将来、
大化けする可能性もある。基準を
緩和して、研究の芽をつむことの
ないようにしていただきたい。

5491

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24141
特別研究員
事業

このま
ま推進
すべき

若手研究者の育成の
ために、重要な事業で
ある。

優秀な若手研究者に研究に専念
できるように生活支援を行う本事
業は、将来を担う若手研究者の
育成に非常に貢献している。
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設
試
等）

5492

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24137
アルマ計画
の推進

このま
ま推進
すべき

この種の大型計画
は、欧米と歩調を合わ
せて推進すべき 

様々な国際共同大型計画に乗り
損ねて、研究が遅れるようなこと
があっては長い目で見て国益に
反する

5493

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

科学研究費補助金の
拡充は、日本国が10
年後、20年後世界の
一流国として、世界を
リードするために必要
な制度である。

科学/技術は,大学を中心、国研、
民間が一体となり進めてきてい
る。10年後、20年後のあたらしい
科学技術の創設には、現在その
基盤となる基礎研究を地道に目
立たず推進することが必要であ
る。しかし、研究を支える大学へ
の交付金は,削減され、1年後-3
年後の成果が求められる巨大研
究費のみでは、10年、20年後の
科学/技術は衰退していると考え
られ、研究者の自由な発想に基
づく科研費の役割は重要である。

5494

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24143

大学院教育
改革推進事
業のうち、
グローバル
COEプログ
ラム

このま
ま推進
すべき

当施策は我が国の将
来を担う一流の研究
者を育成するという目
的において，これまで
に様々な成果を挙げ
ていることはヒアリン
グ資料から明らかであ
る．一方，学生の立場
から最も重要な成果
は経済的支援の増加
であり，当施策のRA
制度の充実により博
士課程学生の経済的
（精神的）負担はいく
ぶん和らいでいる．し
かしながら，このよう
な支援を受けている
学生とそうでない学生
の格差が広がってい
ることは否めないのが
現状である．したがっ
て当施策は今後も拠
点や規模を拡大しな
がら推進すべきであ
る．

博士課程は学生という身分では
あるが，賃金を得て労働している
人と同等あるいはそれ以上の時
間を研究活動に費やしている．一
方，欧米の大学院生は日本の大
学院生ほど長時間研究活動を行
っていないにもかかわらず給料を
得ている．このような状況の中で
世界から取り残されないような研
究成果を挙げることは社会的に
弱い身分の日本の大学院生には
相当の負担である．実際に多くの
博士課程学生は様々な面で限界
に追い込まれており，一流の研
究者になるための障害となってい
る．
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5495

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24143

大学院教育
改革推進事
業のうち、
グローバル
COEプログ
ラム

このま
ま推進
すべき

グローバルCOEプログ
ラムは，若手研究者
の育成を支援する事
業で，これまで順調に
成果を上げてきてい
る．今後も続けるべき
である．

研究の推進に置いて，研究者の
質を維持・向上することが必須で
あり，この事業は，そのために必
須である．

5496

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24130

ライフサイ
エンス基盤
研究領域事
業

改善・
見直し
をした
上で推
進すべ
き

次世代シーケンサー
の整備状況では日本
国内で最も進んでいる
と考えられる。またそ
こから得られたデータ
の解析に関する部分
も整備が整っている。
現在遺伝子資源が有
用な資源として考えら
れており、さらに日本
は世界の1割から2割
の遺伝子資源を有す
ると推測されている。
これらの解析をここで
行うための予算も手
当てすべきであると考
えられる。

現在遺伝子資源は穀物の品種
改良などのため資源メジャーが
解析と特許による囲い込みを進
めている状態である。日本は多
種の遺伝子資源を有しながら、
外国の企業の成すがままになっ
ている状態である。日本は資源
小国と言われているが、これが有
用な資源となるのをいかすべきで
あろう。

5497

民
間
企
業

40
～
49
歳

総
務
省

20007

消防隊員の
安全確保の
ための研究
開発

このま
ま推進
すべき

消防士の安全確保と
負担軽減のための開
発に賛成である。

自らの命を懸けて国民の生命と
財産を守ってくれている人たちの
危険を少しでも減らすことは当然
のことに思える。また二次災害に
巻き込まれることで、本来の被災
者救助が遅れることがあっては
ならない。迅速な消火や災害救
助ができるよう機動性を高めるた
めにも本事業を必要だと考える。

5498

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

60
歳
～

文
部
科
学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

大学は教育、研究、臨
床が基本業務である。
特に研究は、資源の
少ない我が国の生命
線である。研究なくし
て我が国の発展はあ
りえない。是非、科学
的研究費のさらなる充
実を希望します。

正常予算内では研究をすること
ができない

海中通信網・海中セン
サ網の完成。 

29



5499

民
間
企
業

60
歳
～

総
務
省

20003

新世代通信
網テストベ
ット（JGN－
X)構築事業

その他

 新世代のネットワー
クの構築には、既存
のIPの限界を打破す
る新しいネットワーク・
アーキテクチャが必要
でありそれを実現する
ためにはこの通信網・
センサ網が重要と考
えられ、着実な研究開
発が継続されることを
期待、以下の機能の
拡充をはかる。 
１）日本近海の漁業の
整備・振興 
・日本海に計画されて
いる海洋牧場の創設・
支援のための情報収
集 
・東京湾の”毒の水
塊”（青潮）の撲滅の
情報収集 
２）黒潮・親潮のデータ
収集による気象予報
と海流発電への貢献 
３）不法侵入の船舶・
潜水艦の監視 
４）海底のレアメタル・
メタンハイドレードの探
査

・DTN
（Delay/Disruption/Disconnection 
Tolerannt Network)の現在の研
究網と海中・深海通信を結合さ
せ、通信機能の拡大・拡充を行
う。 
・陸上回線の破壊が起こった時、
空中と海上・深海通信を通じ、通
信の確保を行う回線の確保（ディ
ペンタブル・ネットワークの実
現）。 
・水産資源、鉱物資源など多様な
資源の統合管理を行う。

5500

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24149
国立大学法
人等施設の
整備

このま
ま推進
すべき

国立大学法人の施設
は，法人化後老朽化
が進み，また耐震工
事なども十分に進んで
いない．必須な事業で
ある．

国立大学法人は，科学技術立国
の推進のための人材の育成とし
て極めて重要であり，推進すべき
である．

5501

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24144
私立大学等
経常費補助

このま
ま推進
すべき

私立大学は、多様な
人材育成を担う我が
国の高等教育の質・
量両面にわたる発展
に重要な役割を果たし
ている。 

私立大学の教育研究の充実のた
めの取組の定着を図り、我が国
の成長の土台となる教育研究基
盤の強化することが重要である。
このためには私学運営費補助金
が必須であると考える。 
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等）

5502

民
間
企
業

50
～
59
歳

総
務
省

20004

脳の仕組み
を活かした
イノベーショ
ン創成型研
究開発

推進す
べきで
はない

重度の麻痺を有する
障害者が、自分で操
作できないものを、脳
でイメージするだけで
できる技術として、画
期的な研究の応用が
期待されています。こ
の研究でまだまだ脳
の活動が判っていくこ
とが期待されます。

麻痺の患者さんというのは結構
多いものです。その人達の夢を
少しでも叶えてあげたい、そうい
う意味でも本研究というのは、第
一歩と言えるものです。この研
究・活動が本格的になることを、
望んでおります。

5503

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24140
RIビームフ
ァクトリー計
画の推進

このま
ま推進
すべき

我が国は科学技術に
おいて世界をリードし
ていく必要があると思
います。このような世
界最高水準の性能を
もつ施設を推進するこ
とは、我が国の技術
革新や国民の教育文
化水準の向上をもたら
すだけでなく、海外か
らも注目され、国際協
力研究に多大な寄与
ができます。

基礎科学研究は100年先の技術
革新の基礎をうむもので、継続し
てすすめることに意義を感じるか
ら。

5504

民
間
企
業

50
～
59
歳

総
務
省

20004

脳の仕組み
を活かした
イノベーショ
ン創成型研
究開発

推進す
べきで
はない

重度の麻痺を有する
障害者が、自分で操
作できないものを、脳
でイメージするだけで
できる技術として、画
期的な研究の応用が
期待されています。こ
の研究でまだまだ脳
の活動が判っていくこ
とが期待されます。

麻痺の患者さんというのは結構
多いものです。その人達の夢を
少しでも叶えてあげたい、そうい
う意味でも本研究というのは、第
一歩と言えるものです。この研
究・活動が本格的になることを、
望んでおります。

5505

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24145

私立学校施
設高度化推
進事業費補
助

このま
ま推進
すべき

私立大学は、多様な
人材育成や特色ある
教育研究の展開を担
うなど、我が国の高等
教育の質・量両面に
わたる発展に重要な
役割を果たしている。 

私立大学のマネジメント改革を伴
った組織的な教育研究の充実の
ための取組の定着を図り、我が
国の成長の土台となる教育研究
基盤の強化することが不可欠で
ある。このためには私学運営費
補助金が必須であると考える。 

40 文
Bファクトリ
ー加速器の ぜひ推進すべき。国

国は最近はイノベーション、イノ
ベーションと、すぐに実用化につ
ながる開発研究を推進している
ように見受けられるが、その先に
つながる基礎研究を忘れてはな
らない。 
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5506
その
他

～
49
歳

部
科
学
省

24138

高度化によ
る新しい物
理法則の探
求 このま

ま推進
すべき

はこういった基礎科学
をもっと大切にすべ
き。

宇宙や天文は研究成果が目に見
えるかため一般に受け入れられ
やすいが、Bファクトリーのような
分野はなかなか一般の方には理
解されずらい。 
しかし、日本の得意分野であり、
かつ世界をリードする研究である
ので、ぜひしっかりとしたサポート
をしていただきたいと思います。

5507

公
益
法
人

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24181

イノベーショ
ンシステム
整備事業
（地域イノベ
ーションクラ
スタープロ
グラム)

このま
ま推進
すべき

地域産業振興に欠か
せない。

技術力がつくので。

5508

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24187

産学イノベ
ーション加
速事業【戦
略的イノベ
ーション創
出推進】

改善・
見直し
をした
上で推
進すべ
き

再生医療、iPSに関す
る施策は24120にまと
めるべき

再生医療の実用化プロジェクト内
に関連課題は移行してまとめるこ
とにより重複もなくなり、より連携
して実行できると思われる。その
分予算も増やすべき。

5509

公
益
法
人

60
歳
～

文
部
科
学
省

24181

「イノベーシ
ョンシステ
ム整備事業
（地域イノベ
ーションクラ
スター プロ
グラム）」

このま
ま推進
すべき

本事業の継続的な推
進を強く望みます。世
界に先駆ける多くの技
術は企業、大学、研究
機関等で日々研究さ
れているが、いかに効
率的に産業に生かす
かと言う事が非常に
重要です。この事業の
ように不断の努力は
必要不可欠な国策で
あると判断します。是
非継続していただきた
い。決して短期間で終
了させるものではな
い。

日本の国の永続的な繁栄を望む
のは国民誰しもが共通だと思い
ます。確固たる経済基盤を構築し
続けることはその根幹であると考
えます。そのためには産業を支え
る技術において世界の先端を走
るレベルにし続けることが重要で
す。本事業は大学の技術シーズ
を企業に移植して事業化する仕
組みを持っています。 

5510
その
他

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24125

免疫・アレ
ルギー科学
総合研究事
業

このま
ま推進
すべき

花粉症のワクチン開
発を実現して下さい

一度発症すると戻れない花粉症
に ワクチンで対処できれば助か
ります。 

海外の測位衛星（GPSなど）のサ
ービスは、極論ではあるが、いつ
いかなる事情でサービスが停止
されるかわからない。測位衛星は
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5511
その
他

～
19
歳

総
務
省

20106
準天頂衛星
システムの
研究開発

このま
ま推進
すべき

このまま地上局、衛星
網ともに発展させ、日
本独自の測位システ
ムを完成させてほし
い。

今や国民の生活と密接に関係し
ている（カーナビ、携帯電話の地
図サービス、航空・海洋輸送
etc.）。いざ海外の測位サービス
を使えなくなった段に、それを他
国のせいにはできない。生活に
密着した技術であるからこそ、他
国から自立したサービスを自国
の国民に提供できるようになるべ
きである。

5512

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24146
私立大学等
研究設備等
整備費補助

このま
ま推進
すべき

我が国の学術研究全
体のすそ野を広げ、学
術研究活動を促進す
るためには、私立大学
の学術研究活動の基
盤の整備を図ることが
重要である。 

私立大学の組織的な教育研究の
充実のための取組を進め、成長
の土台となる教育研究基盤の強
化することが重要である。このた
めには私学運営費補助金が不可
欠であると考える。

5513

民
間
企
業

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24137
アルマ計画
の推進

このま
ま推進
すべき

国際協同企画として
立ち上がったALMA計
画。光学望遠鏡の限
界を超えたさまざまな
研究を行える素晴らし
い施設だと思います。
なんとしても、他の国
と歩調を合わせて予
定通りの建設を進め
ていただきたい。

ALMA計画は、日本の優れた工
業技術にかなりの部分で依存し
ている。日本の遅れによって計画
に支障が出るとしたら、天文学研
究における大きな損失にとどまら
ず、国際協同プロジェクトにおけ
る日本の信用度の失墜という大
きな問題も含んでいると思いま
す。

5514

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24147

私立学校教
育研究装置
等施設整備
費補助

このま
ま推進
すべき

我が国の学術研究全
体のすそ野を広げ、学
術研究活動を促進す
るためには、私立大学
の学術研究活動の基
盤の整備を図ることが
重要である。 

私立大学の組織的な教育研究の
充実のための取組を進め、我が
国の成長の土台となる教育研究
基盤の強化することが重要であ
る。このためには私学運営費補
助金が不可欠であると考える。 

大
学・
公

 グローバルCOEプロ
グラムは、科学立国を
掲げている我が国に
おける科学技術推進
を支える根幹の一つと
なるプログラムであ
る。厳選された大学院
博士課程の学生に対

 我が国を、科学立国としての強
力な活力を維持しさらに一層発
展させるためには、理工系の大
学院博士課程における教育・研
究を充実させて科学技術を振興
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5515

的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24143
グローバル
COEプログ
ラム

このま
ま推進
すべき

して、経済的支援など
を提供することによ
り、教育・研究に専念
せしめるための体制を
構築するものであり、
きわめて画期的かつ
重要なプログラムと考
えられる。順調に多数
の博士課程学生が育
成されており、現在実
施中のプログラムを継
続して実施することは
我が国科学技術を世
界の最高水準とし世
界をリードするために
絶対に必要である。 

する以外に選択できる方法はな
い。博士課程学生に後顧の憂い
なく教育・研究に専念させること
ができるRA制度は、多数の大学
院学生を育成に寄与しており、こ
の学生が若手研究者として我が
国科学技術の発展を支える段階
に入っている。このことから、最
終的なプログラムの果実を国益
として結実させるためには、同プ
ログラムを最後まで継続するだけ
でなく、予算規模も発展させる方
向で検討することが重要と考えら
れるから。

5516
その
他

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24137
アルマ計画
の推進

このま
ま推進
すべき

推進を希望します。

宇宙分野では現在「はやぶさ」が
圧倒的人気でその後継機につい
ての意見が盛んです。しかし、全
てではありませんが、他の事が
見えていないようなことあります。
それだけになってしまうと今後の
科学発展に影響が出てしまいま
す。 
望遠鏡と探査機では対象領域が
違うので、どちらかだけでは本来
の目的が果たせないと思いま
す。 
特に基礎研究分野は一見、成果
が直接実用に結びつきにくいの
でおざなりになりがちですが、実
生活に役立つことの多い応用研
究には必須のものです。 
 
つたない文章ですが、目を通して
いただければ幸いです

5517

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

60
歳
～

国
土
交
通
省

28002

中古住宅流
通促進・ス
トック再生
に向けた既
存住宅等の
性能評価技
術の開発

このま
ま推進
すべき

既存住宅等の正確な
性能評価技術がない
ため、現在は、個別ご
との物件を、詳細に調
査しなければならない
ために、なかなか評価
を行っていない状況で
ある。 
そのため、性能評価
が建築年数のみでの
評価になってしまい、
まだ、十分使えるもの
も、ほとんど使えない
ものも、性能を考えず
に評価されている。 
この開発が行われる
ことで、未だ使用でき
る建物活用が促進さ
れるため、民間は基よ
り、財政危機状況の

既存住宅、非木造住宅の民間建
築物では、設計図書のみならず、
確認申請書類も散逸していること
が多く、完了検査を受けていない
ものも、数多い。 
私の調査では、地方自治体でも、
数多くの建物で、設計図書、計画
通知が散逸していて、建物状況
が分からないことが多い。長寿命
化以前の課題が多くあり、この性
能評価技術の開発は待ち望まれ
るものである。
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地方自治体での活用
が促され、無駄な取り
壊しなどが行われない
ことになる。 
また、損害保険などで
の活用も見込まれる。

5518

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24138

Bファクトリ
ー加速器の
高度化によ
る新しい物
理法則の探
求

このま
ま推進
すべき

本加速器施設は、国
内で唯一の高エネル
ギー電子・陽電子の
衝突型加速器であり、
あらゆる基礎科学に
利益をもたらす施設で
ある。高エネルギー科
学を推進する牽引車
となる本加速器と、同
等の性能を持った加
速器は、もはや世界で
ほとんど稼働しておら
ず、国際的に見ても、
不可欠である。

電子・陽電子の衝突型加速器で
できる科学の特徴は、精密測定、
あるいは近年発見されたが、不
確定性が大きくて、十分に理解が
進んでいない物質の基本法則に
関して、その性質を精査できると
いうことである、今後いかなる高
エネルギーの粒子加速器が建設
され、新しい発見がなされようと
も、その発見を精査する施設が
なくては、研究はすぐに行き詰ま
る。本施設が健全に運転、維持さ
れることを願う。

5519

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24125

免疫・アレ
ルギー科学
総合研究事
業

このま
ま推進
すべき

国民病ともいえるスギ
花粉症のワクチンが
できれば素晴らしと思
います。

家族に花粉症の人間がおります
が、毎年一定の期間、花粉症に
悩まされて生活や仕事の質の低
下を余儀なくされています。花粉
症に対しては、現在では症状を
緩和する対症療法しかないよう
に思いますが、これでは根本的
な治療にはなりません。花粉症
の発症メカニズムを突き止めて、
発症自体を阻害するようなワクチ
ンができれば、根本的な治療に
なります。ぜひ、ワクチン開発研
究を推進してもらいたいと思いま
す。

5520
その
他

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24007

細胞動態シ
ステム科学
基盤研究事
業

このま
ま推進
すべき

国のサポートの元、強
力に推進すべきと考
えます。

科学技術立国を掲げるために
は、それを下支えする基盤技術
の開発が必要不可欠です。再生
医療に繋がる成果を早期に実現
するために、当該施策を重点的
にサポートすべきと考えます。

5521

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24154

研究者の養
成（海外特
別研究員、
若手研究者
インターナ
ショナル・ト
レーニン
グ・プログラ
ム）

このま
ま推進
すべき

若手研究者で基礎的
分野の優秀な人材が
食や未来の見通しが
ないまま、苦しい研究
生活を続けているの
が実態。

人材育成を強化すべき

大

35



5522

学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24008
テニュアトラ
ック普及・
定着事業

このま
ま推進
すべき

若手研究者を育てて
行く上で、テニュアトラ
ック制度の普及定着
は必須であり、推進す
べきである。

若手研究者の置かれている立場
やキャリアパスが欧米先進国に
比べて極めて不安定かつ不透明
である。その背景には個々の大
学や部局で改善しようにも財源
が無いという事実が考えられる。
この様な事業によって予算補助
を行うことで少しでもこの問題が
解決することは、近い将来の日
本の科学技術を担う人材力を高
める上で極めて重要である。

5523

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

経
済
産
業
省

27108

低炭素社会
を実現する
超低電力デ
バイスプロ
ジェクト

改善・
見直し
をした
上で推
進すべ
き

従いまして、2014年ま
での施策の研究計画
目標において、是非、
Siナノワイヤの研究を
継続することが必要で
あると考えます。

次世代超低電力デバイスの実現
において、スケーリング則にのっ
とった開発では限界が見え始め
ており、デバイス構造によって工
夫することが必須であることは、
研究者の間で一致を見ていま
す。様々なデバイス構造が提案
されている中、Siナノワイヤは、オ
フ電流が小さい点、動作点のバ
ラツキが小さい点が物理的に示
されており、次世代超低電力デ
バイス構造の本命視されていま
す。従いまして、2014年までの施
策において、是非、Siナノワイヤ
の研究を継続することが必要で
あると考えます。

5524

民
間
企
業

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24007

細胞動態シ
ステム科学
基盤整備事
業

このま
ま推進
すべき

細胞動態システム科
学は、生命と計算の
新しい融合であり、ラ
イフイノベーションが
急速に進展することに
やくにたつはずです。

１会社員ですが、医療・福祉に興
味があります。 
これまで生命科学と計算科学は
別々に推進されてきたようなイメ
ージがありますが、このコンセプ
トによって、いままでの分野が融
合され、ライフ分野の新たな進展
が得られるものと期待しておりま
す。 
見慣れない言葉ではあります
が、このような新しいコンセプトを
導入うすることによって、基礎研
究力の向上につながったり、医
療・福祉分野の成長につながる
ことを期待しております。 

5525

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

科学研究費補助金
は，できる限りの増資
をした上で，推進すべ
きと考えます．

科学研究費補助金は，我が国の
基礎科学を支える必要不可欠な
要素であり，現状で直接産業に
結びつかないような研究や，文化
レベルを高める研究など，目に見
えない形で我が国の国力増強に
大きく貢献できるから．基礎研
究，文化レベルの維持なくして，
我が国に未来はありません．
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試
等）

5526

小・
中・
高
校

～
19
歳

文
部
科
学
省

24007

細胞動態シ
ステム科学
基盤研究事
業

このま
ま推進
すべき

国のサポートを途切
れさせずに継続実施
を希望します

細胞生物学は基礎・応用医学の
全ての根幹だと思います。新しい
概念でブレイクスルーを期待でき
るプロジェクトには十分なバック
アップをお願いします。

5527
その
他

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24003

海洋資源・
エネルギー
の探査、活
用技術の研
究開発

このま
ま推進
すべき

よりいっそうの技術や
機材の開発研究を行
うべき。

我が国は地下資源の産出が少な
く、ほぼ全てを輸入に頼ってい
る。 
将来的に有望な資源としてと、領
海内の海底に埋蔵された地下資
源を詳しく調査研究するべきであ
る。

5528
その
他

～
19
歳

国
土
交
通
省

28001

高度な国土
管理のため
の複数の衛
星測位シス
テム（マル
チGNSS）に
よる高精度
測位技術の
開発

このま
ま推進
すべき

このまま推進し、高度
測位技術を実現すべ
き。

測位技術は、普段我々が考えて
いる以上に国民の生活と密着し
たものである。カーナビや携帯電
話の地図サービスなどに加えて、
海上輸送や土木工事でも欠かせ
ない技術である。そのため測位
技術の発展と自立は急務であ
る。特に、準天頂衛星3基以上の
配備による高度な測位実現、引
いては日本独自の静止測位衛星
との連携による自立した測位サ
ービスの提供は重要であると考
える。

5529

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

60
歳
～

文
部
科
学
省

24180
ナノテクノロ
ジーネット
ワーク

このま
ま推進
すべき

いろいろ、多方面から
の利用が考えられ非
常に有意義な施策で
ある。多分野へのイン
パクトや影響力も大き
く継続すべき課題と考
える。従前の文科省
の他の施策とは、切り
口が異なり、新鮮で役
に立つ、やりかたであ
る。

上記をみてください。

5530
その
他

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24125

免疫・アレ
ルギー科学
総合研究事
業

このま
ま推進
すべき

花粉症対策の研究は
積極的に進めて下さ
い

致命的な病気ではないけれど 
能率や生産性がどっと落ちてしま
う花粉症を何とかしてほしいと思
います。

5531
その
他

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24138

Ｂファクトリ
ー加速器の
高度化によ
る新しい物
理法則の探
求

このま
ま推進
すべき

資金、人材を投入し、
よりいっそうの研究を
計るべきである。

高エネルギー物理学は、我が国
が他国よりぬきんでて優れた成
果をあげている分野である。 
この優位性を保持し、人類の未
来に日本が貢献するためにも、よ
りいっそうの研究を進めるべき。

大
学・
公
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5532

的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

厚
生
労
働
省

25113

独立行政法
人医薬基盤
研究所 保
健医療分野
における基
礎研究推進
事業

このま
ま推進
すべき

良い成果が出ている
ので、そのまま推進す
べきである。

シーズをニーズにつなぐプロジェ
クトは大変貴重であり、製薬会社
でもたくさんの失敗の中から成功
がでている。目先のデータの有
無にこだわって変動させることな
く、長期の観点からじっくりと行っ
ていただきたい。なお、雇用され
ている研究員等の継続性にも配
慮すべき。

5533

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24138

Bファクトリ
ー加速器の
高度化によ
る新しい物
理法則の探
求

このま
ま推進
すべき

素粒子物理学におけ
る，我が国の研究レベ
ルを維持し，人類の文
化に貢献するために
も，このまま推進する
べきと考えます．

Bファクトリーは小林益川理論を
実験的に確認し，素粒子標準模
型の確立に寄与したという，偉大
な功績があり，次のアップグレー
ドでは，「素粒子標準模型を超え
る物理」の詳細を探求できる．こ
の実験は，我が国が世界人類の
文化レベル向上に大きく貢献でき
る，国際貢献の役割も担ってい
る．さらに，この研究を推進する
過程で得られる技術は，我が国
の産業発展にも貢献すると信じ
る．

5534

公
益
法
人

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24130

ライフサイ
エンス基盤
研究領域事
業（内、オミ
ックス基盤
研究）

このま
ま推進
すべき

最先端の遺伝子解析
技術をさらに開発し、
日本のサイエンスの
基盤としてさらに活躍
して欲しい。

研究のスピードが早まる一方、研
究にかかる費用も高額になって
いる。その中で日本が世界に冠
たる成果をあげていくためには、
大規模な研究基盤の整備と活用
が必要である。

5535

公
益
法
人

60
歳
～

文
部
科
学
省

24006

ライフサイ
エンスデー
タベース統
合推進事業

このま
ま推進
すべき

ゲノム情報などライフ
サイエンス関連データ
ベースとともに、医療
情報などのデータベー
スも構築し、研究者や
企業が利用しやすい
ようにデータベースの
統合を急ぎ図るべきで
ある。

個別に作成されたデータベース
は統合されることにより、よりその
価値を上げる。特に創薬におい
ては個々のデータベースが統合
されることにより有用になるの
で、本施策は早急に推進すべき
である。

5536
その
他

60
歳
～

文
部
科
学
省

24125

免疫・アレ
ルギー科学
総合研究事
業

このま
ま推進
すべき

スギ花粉症ワクチンの
早期実現のために政
府は頑張って欲しい。

花粉症で毎年つらい思いをして
いる。早く根本治療法としてのワ
クチンを開発してほしい。

5537
その
他

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24177
大強度陽子
加速器施設

このま
ま推進
すべき

資金、人材を投入し、
よりいっそうの研究を
進めるべき。

高エネルギー物理学は、我が国
が他国よりぬきんでて優れた成
果をあげている分野である。 
この優位性を保持し、人類の未
来に日本が貢献するためにも、よ
りいっそうの研究を進めるべき。

30

精密な計測技術は、
すべての研究開発の
基礎である。 
各種データは過去か

他国の研究開発を待つ問題点も
ある。 
今後の日本が自国で研究開発を
行おうとした時に、 
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5538
その
他

～
39
歳 総

務
省

20116
電磁波計測
基盤技術の
研究開発

このま
ま推進
すべき

らの一貫したものが必
要であり、データを得
るために他国の開発
をあてにしていては、
さまざまな課題に対処
できない。

◎さまざまな利権等で自由にデ
ータが使えない 
◎必要な機器等を海外に抑えら
れ研究等に入れない 
などという事態を避けるために
も、基礎技術は必ず自国でもつ
べきである。

5539

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

我が国の研究者の研
究活動を支える重要
な競争的資金であり、
予算規模を拡 
充すべきである。

新しい研究テーマにチャレンジす
るため、応募しやすい研究資金
制度であ 
る。

5540

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24119

ナショナル
バイオリソ
ースプロジ
ェクト

改善・
見直し
をした
上で推
進すべ
き

縮小はあってはならな
いことだと思います。 
NBRPが必要であると
大前提の上で、改善・
見直しをし、必要なも
のに必要なだけ予算
をつけるべきだと思い
ます。 

私は信州大学でカイコの野蚕の
飼育に携わっている者で、カイコ
しか判りませんが以下のように考
えます。 
・天蚕など小中学校など子供達
に分譲することで、認識が高ま
り、衰退している伝統工芸の絹織
物などがまた栄えるのではない
か。 
・伝統工芸が繁栄すれば、日本
は元気になるはず。天蚕などカイ
コを子供達に分譲し、認知される
ことでシルク産業が繁栄し、日本
が元気になる！ 
・とにかく天蚕は可愛いんで
す！！その上日本が世界に誇れ
る素晴らしいシルクを作り出す。
これを存続させずに切り捨てるの
は、日本の恥と言っても過言では
ないと思います。 
偽物や安物ではなく、本物を自国
日本で作り出すことが日本を元
気に変えていく唯一の方法では
ないでしょうか。

5541

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24012

博士課程教
育リーディ
ングプログ
ラム

改善・
見直し
をした
上で推
進すべ
き

新規人材を育成する
ことはもちろん非常に
重要であるが、高学歴
ワーキングプア、余剰
博士問題などを解決
しない限り、学生の博
士課程進学に対する
忌避感は減少しない。
当該制度（施策番号
24012）拡充にあたり、
並行して現在の博士、

近年博士課程進学者が激減する
最大の原因は、余剰博士問題な
ど博士課程進学に対するデメリッ
トの大きさである。まずは博士課
程進学を魅力的なものと学生に
感じられない限り、いくら新制度
で教育の充実を図ったところで、
進学者増にはつながらない。
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設
試
等）

ポスドクを積極活用す
る基盤作りが必要で
ある。

5542
その
他

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24178
大型放射光
施設
（SPring-8）

このま
ま推進
すべき

重点的に予算を配分
すべきである．現状の
予算額では，利用者
に十分な支援が行わ
れておらず，施設のパ
フォーマンスを全て出
し尽くしているとはい
えない．予算額の増
加によって，さらに多く
のユーザーに利用の
機会と高度な実験，分
析を提供できるものと
期待している．

建設より10年あまりが経ち，施設
の老朽化対策費として，電子機
器を初め装置の更新費が必要な
時期に来ている．最先端の実
験，分析を提供するためには，こ
のような予算で解決できる問題を
速やかに解決するべきである．
予算の増額により，コストパフォ
ーマンスは増大する．基礎科学
から，産業，医療分野など多様な
領域に貢献している実学に予算
を重点化し，日本の科学技術レ
ベルの向上を図るべきである．

5543

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24009
特別奨励研
究員事業

このま
ま推進
すべき

我が国の科学技術を
担う若手研究者の育
成は極めて重要であ
り、それを支援する事
業は推進すべきであ
る。

現在、若手研究者の置かれてい
る状況が極めて不安定でかつ将
来のキャリアパスが不透明であ
ることが、大学生、大学院生の研
究者志向に低下につながってい
るのではないかと感じられる。こ
れは我が国の科学技術の将来に
とって憂慮すべき事態であり、こ
の様な事業の推進によって改善
すべきであると考えられる。

5544

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24141
特別研究員
事業

このま
ま推進
すべき

特別研究員事業は，
我が国の将来の研究
レベルを維持するに
必要な人材を育成す
るのに，大きく寄与し
ており，現状ないしは
さらなる強化をした上
で，強力に推進すべき
である．

大学院修了後ただちにアカデミッ
クな研究職につける幸運な人と
いうのは，さほど多くない．さら
に，それが必ずしもよいことだと
は思いません．やはり数年間は
ポスドクとして研鑽をつんで後，
我が国の教育研究に貢献する職
につくのがよいと思います．海外
と比較して考えるに，我が国のポ
スドク職というのは，決して恵ま
れているとはいえません．そのよ
うな内外との格差を是正するた
めにも，特別研究員事業は推進
されるべきと考えます．

5545

民
間
企
業

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24136

世界トップ
レベル研究
拠点プログ
ラム（WPI）

このま
ま推進
すべき

このままどころか、もっ
と予算を増やしていた
だきたい。どうか日本
が最先端の科学技術
分野で世界をリードで
きる状況を国をあげて
バックアップしてくださ
い。自分が頑張って働
いて納める税金が、こ
のようなレベルの高い
研究に使われると思う
だけで誇りを持てま

この世界、宇宙はどうして生まれ
たのか？どうして人類が存在す
るのか？究極の疑問に答えられ
るのは世界トップレベルの基礎研
究しかありません。自分が存在す
る世界のことを、自分が生きてい
る意味を、生きている間に少しで
も知りたい。純粋に平和的にこの
ような研究を進められるのは日
本ならではでしょう。生活のことは
自分で頑張ります。税金は是非
自分ではできないことに使ってい
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す。 ただきたいです。

5546

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24154

研究者の養
成（海外特
別研究員、
若手研究者
インターナ
ショナル・ト
レーニン
グ・プログラ
ム）

このま
ま推進
すべき

海外特別研究員など
の積極的な採用など
を推進すべき。

私はアメリカの公的研究機関で
研究員をしているものです。こち
らで研究活動をしていて、研究の
質の高さを感じます。アメリカ人
以外にも多数の外国人研究者が
いますが、研究レベルの高さ、モ
チベーションの高さが顕著にみら
れます。世界トップレベルの研究
者の育成のために、ぜひとも若
手研究者の積極的な海外派遣を
するべきと思います。

5547

民
間
企
業

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24137
アルマ計画
の推進

このま
ま推進
すべき

このまま推進すべき。
国際的な計画であり、計画変更
は他国にも影響が及ぶ可能性が
ある。

5548

公
益
法
人

60
歳
～

文
部
科
学
省

24115

分子イメー
ジング研究
戦略推進プ
ログラム

このま
ま推進
すべき

疾患研究の新しい手
法として応用を促進す
るために本施策を一
層推進すべきである。

本研究は科学的根拠に基づく診
断や治療に欠かせないものであ
る。特にがんや認知症ではこの
イメージング技術により、病態解
明や疾患部位の特定が可能にな
ると考える。

5549
その
他

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24125

免疫・アレ
ルギー科学
総合研究事
業

このま
ま推進
すべき

花粉症の特効薬を作
って下さい

親が花粉症で子供のときからつ
らい思いをしています。もはや国
民病とまでいわれるくらいなので
ワクチンなどでふせぐことができ
れば良いと思います

5550

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24177
J-PARCへ
の支援の推
進

このま
ま推進
すべき

J-PARCへの支援をさ
らに推し進めて欲し
い。

世界でトップレベルの中性子施
設を持つJ-Parcが運用を始めた
が、材料、物理、化学、生物学、
医学、薬学への応用に生かすた
め。

5551

民
間
企
業

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24138

Bファクトリ
ー加速器の
高度化によ
る新しい物
理法則の探
求

このま
ま推進
すべき

このまま推進すべき。
「世界最強の加速器」であるBファ
クトリー加速器の高度化で、新た
な発見が期待されるため。

大

「電波や光＝電磁波」
は放送や通信に利用
されるだけではない。
「電磁波計測＝リモー
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5552

学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

総
務
省

20116
電磁波計測
基盤技術の
研究開発

このま
ま推進
すべき

トセンシング」は環境
研究の基盤のみなら
ず、製品の品質管理
等にも用いられる重要
技術である。電磁波計
測の発展は、我が国
の科学技術と産業い
ずれの発展にも資す
る。特にその先端的研
究開発は他の科学技
術と同様に国家予算
から支援されることが
必要不可欠である。本
施策は要求通りある
いはそれ以上に推進
されるべきである。

本施策を担うNICTは電磁波計測
における総本山であり、衛星搭
載の地球観測機器で大成功を収
めてきた。世界初の衛星搭載降
雨レーダーTRMMは降雨観測の
水準を飛躍的に向上させ、ISSに
設置されたSMILESは大気微量
成分センサーとして世界最高感
度を達成している。更に大気観測
や宇宙天気に代表される環境研
究でも重要な地位を占めてきた。
本施策はNICTの本務として積極
的に推進されるべきである。

5553
その
他

～
19
歳

文
部
科
学
省

24169

我が国の宇
宙技術の世
界展開 -最
先端宇宙科
学・技術と
人材育成を
セットにした
新たな海外
展開戦略-

このま
ま推進
すべき

各プロジェクトを一層
推進すべき。

それぞれのプロジェクトの実績を
着実に、着実に積み重ねること
が目的達成への近道である。特
に「はやぶさ後継機」「HTVシリー
ズ」はそれぞれ第一号が成功を
収めたが、であるからこそ、その
成果・技術が失われてしまう前
に、次のステップへ進むことが急
務である。 
また地球環境の観測は、環境政
策を図る先進国が多い現在、世
界的に重要が大きい。「我が国の
宇宙システムの海外展開を加速
させる」手段としては非常に有効
だと考える。

5554

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24149
国立大学法
人等施設の
整備

このま
ま推進
すべき

最先端の研究を進め
るに十分な設備など
の整備を推進すべき。

私はアメリカの公的研究機関で
研究員をしているものです。こち
らで研究活動をしていて、研究の
質の高さを感じます。最先端の測
定機器などの設備も非常に優れ
ています。優れた研究のために
は、優れた設備も欠かせないも
のです。国際的競争力のある研
究を国内でも推進できるようにす
るため、設備への投資は欠かせ
ないと思います。

5555
その
他

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24179

X線自由電
子レーザー
（XFEL）施
設

このま
ま推進
すべき

予算配分の重点化を
行うべきである．現状
の予算では，利用実
験上最大のパフォー
マンスがでない．

アメリカやヨーロッパのX線自由
電子レーザー施設よりも，十分の
一から数分の一程度のかなりの
低予算しか配分されておらず，こ
のような現状で同じレベルの実験
を行えるとは到底思えない．レー
ザー発振の後に，施設のアップ
グレードと，利用のための予算を
増額するべきである．

大
学・ J-PARC、SPring-8、

42



5556

公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24177
大強度陽子
加速器施設
（J-PARC）

このま
ま推進
すべき

RIBFのような大型施
設は、基礎科学が中
心となってはいるが、
基礎・応用を超えた総
合的な科学技術力の
結集である。先進国で
ありかつ施設運営に
必要な科学力を持つ
科学先進国としての
地位を維持するため
にも積極的な投資と
運用が望まれる。

科学技術の発展に貢献する事
は、国際社会への貢献であり世
界や人類全体の幸福への貢献で
ある。基礎科学は短期的な利益
還元はないが、基礎科学をおろ
そかにした国が長期の繁栄を維
持出来た事もない。基礎科学は
その国の基礎体力でもある。そ
の基礎体力を維持するための必
要な投資をしぼるような事があっ
てはならない。

5557

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24140
RIビームフ
ァクトリー計
画の推進

このま
ま推進
すべき

本パブコメは、まずは
政府が方向性を示す
べき。改善、見直しと
いうのはある年度で決
めてやっていますよ
ね？「改善・見直し」と
いう言葉は削減の方
便なのではないです
か？そこをまず政府
が示すべきと考えま
す。全ての産業の基
礎たる科学技術はひ
とつひとつの小さな積
み重ねから成ります。
全ての事象が効率的
に推めらるものではな
いのです。もし、日本
が科学技術で世界を
リードしてくのであれ
ば、無駄かもしれない
所々の研究に対して
予算の拡大はあって
も削減の方向には進
むべきではないと考え
ます。ヨーロッパ滞在
の経験から、雇用の
問題もヨーロッパのよ
うに研究所に勤務す
る人を増やせばよいと
考えます。研究所には
いろいろな人材が必
要なのですから。

いちいち癇に障るパブコメ要求で
すね。意見と理由の区別が分か
りません。全ての産業の基礎た
る科学技術はひとつひとつの小
さな積み重ねから成るのである
から、全てが効率的にいく、そし
て結果が出るとは限らないからで
す。儲かる儲からないの尺度で
物事を考えるのは辞めたいと考
えるからです。科学技術で世界を
リードする立場にあると考えるか
らです。運営方向を委員会議論
して決めたのであるから、決めた
ら削減の方向に動くべきではない
からです。予算の評価はその委
員会でやるべきと考えるからで
す。産業に必要な新しい技術開
発も先端科学技術の要請がある
から発展すると考えるからです。

5558

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24178

SPring-8に
おける科学
技術研究の
推進

このま
ま推進
すべき

SPring-8における科
学技術研究を更に推
進すべきである。交付
金を減らさず、むしろ
増やすべきである。

世界で最も性能が良いSPring-8
のアクティビティを維持、増進し
て、科学技術の発展に寄与する
ため。
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試
等）

5559

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24177
大強度陽子
加速器施設
（J-PARC）

このま
ま推進
すべき

J-PARCでの素粒子・
原子核、そして学際領
域の研究が推進され
るよう、いっそうの予
算拡充を伴った推進
を行うべきと思いま
す。 
J-PARCでは、大強度
量子ビームを用いた
基礎科学分野の研究
が行われるよう、設
計・検討がなされてい
ますが、現状では、そ
の機能を最大限活用
できるような施設・装
置整備がなされておら
ず、まだ多くの可能性
を秘めています。この
性能を最大限活用で
きるよう、適切な予算
処置を伴った推進が
基礎科学の進展にき
わめて重要です。 

大強度陽子加速器は、世界のど
の加速器施設よりも高性能・大強
度を有した世界一の装置であり、
日本がこの分野で世界を牽引
し、人類の共有財産である物質
構成要素の構造解明に大きく貢
献することは間違いありません。

5560

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24014

頭脳循環を
加速する若
手研究者戦
略的海外派
遣事業

このま
ま推進
すべき

若手研究者の国際化
を勧める上で非常に
重要なので、是非推
進する必要がある。

異なった言語・文化を持った環境
で研究を行うことは、日本に居る
だけでは決して経験することが出
来ない。そのために、積極的に外
国で研究生活を過ごす機会をつ
くることが必要である。

5561

民
間
企
業

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24137
アルマ計画
の推進

このま
ま推進
すべき

このまま推進すべき

ハッブル望遠鏡の老朽化，また，
修理のためのスペースシャトル
の運航が終了される予定の現
在，地上に同規模以上の解像度
を持つ観測施設を持つ必要があ
る． もともと各国協力の下で推
進されている計画である以上，我
が国の存在感を示すためにも
（政治的には全くそれを出来てい
ない）予算を予定通り計上すべき
であると考えます．

大
学・
公
的
研
究 20 文

私はアメリカの公的研究機関で
研究員をしているものです。こち
らで研究活動をしていて、研究の
質の高さを感じます。アメリカ人
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5562

機
関
（独
法・
公
設
試
等）

～
29
歳

部
科
学
省

24009
特別奨励研
究員事業

このま
ま推進
すべき

若手研究者の育成を
積極的に推進すべ
き。

以外にも多数の外国人研究者が
いますが、研究レベルの高さ、モ
チベーションの高さが顕著にみら
れます。世界トップレベルの研究
者の育成のために、まず若手の
積極的な育成が欠かせないと思
います。

5563

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24125

免疫・アレ
ルギー科学
総合研究事
業

このま
ま推進
すべき

花粉症のワクチンを速
やかに実現して欲しい

私は花粉症で毎年苦しんでいま
す。理研のHPで免疫・アレルギ
ー科学総合研究センターが花粉
症のワクチンの開発に取り組ん
でいるのを見ました。ぜひ早く実
現してください。

5564

民
間
企
業

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24169

我が国の宇
宙技術の世
界展開 -最
先端宇宙科
学・技術と
人材育成を
セットにした
新たな海外
展開戦略- 
【特別枠該
当施策】

このま
ま推進
すべき

このまま推進すべき。
日本は高い宇宙技術を持ってい
るので、これをさらに伸ばす施策
は国益につながるため。

5565

民
間
企
業

40
～
49
歳

総
務
省

20110

フォトニック
ネットワーク
技術に関す
る研究開発

このま
ま推進
すべき

電気通信ネットワーク
をオール光ネットワー
クへの転換するには、
新世代ネットワーク技
術へ適用だけではな
く、大幅な大容量化と
低消費電力化を図る
ことができる革新的技
術も求められておりま
す。熾烈な国際競争を
勝つために、このよう
なフォトニックネットワ
ーク技術の研究開発
に対して、科学技術関
係施策をこのまま（こ
れ以上）推進すべきだ
と考えております。

近年世界の情報通信需要は、
年々10倍/4年のペースで増大し
ておりり、今後もさらにこの延長
線上で推移すると考えておりま
す。そのため、その需要増に対
応できる大容量伝送可能な特性
を備えた光ファイバが求められて
おります。上記の大容量化を可
能にする光ファイバとして、空間
多重の要素を備えるため、大容
量化の限界をもたらすマルチコア
光ファイバが期待されておりま
す。本マルチコアファイバの性能
向上に関して、世界中の各研究
機関から、さまざまな提案がされ
ており、熾烈な競争しておりま
す。科学技術関係施策をこのま
ま（これ以上）推進することで、弊
社（日立電線株式会社）を含め
て、日本の各ファイバメーカの国
際競争力を一層高めることがで
き、大容量化かつ高品質の光フ
ァイバを提供することで、日本を
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世界一の通信インフラを有するこ
とをできると信じております。

5566

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24138

Bファクトリ
ー加速器の
高度化によ
る新しい物
理法則の探
求

このま
ま推進
すべき

世界最高の性能を持
ち、小林・益川両氏の
ノーベル賞受賞にもつ
ながったBファクトリー
は、高度化によってさ
らに進んだ成果が期
待できる。是非推進す
べきである。

Bファクトリーの高度化は、単一
の成果ばかりではなく、原子核物
理などの周辺分野、加速器や検
出器技術などの面で多くの副次
的な成果が期待されるプロジェク
トだと考えられる。

5567

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24140
RIビームフ
ァクトリー計
画の推進

このま
ま推進
すべき

RIビームファクトリーで
の原子核、そして学際
領域の研究が推進さ
れるよう、予算拡充を
伴った推進を行うべき
と思います。 
RIBFでは、大強度不
安定核ビームを用い
た基礎科学分野の研
究が行われるよう、設
計・検討がなされてい
ますが、現状では、そ
の機能を最大限活用
できるような施設・装
置整備がなされておら
ず、まだ多くの可能性
を秘めています。この
性能を最大限活用で
きるよう、適切な予算
処置を伴った推進が
基礎科学の進展にき
わめて重要です。 

RIBFは、世界のどの加速器施設
よりも不安定核ビームにおいて
高性能・大強度を有した世界一
の装置であり、日本がこの分野
で世界を牽引し、人類の共有財
産である物質構成要素の構造解
明に大きく貢献することは間違い
ありません。

5568
その
他

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24125

免疫・アレ
ルギー科学
総合研究事
業

このま
ま推進
すべき

スギ花粉症ワクチン根
本治療ワクチンの開
発を政府が支援すべ
き

対症療法薬だけでは永久に花粉
症は無くならない。

5569

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

研究のための経費の
補助を積極的に推進
すべき。

私はアメリカの公的研究機関で
研究員をしているものです。こち
らで研究活動をしていて、研究の
質の高さを感じます。最先端の測
定機器などの設備も非常に優れ
ています。優れた研究のために
は、優れた設備・備品等も欠かせ
ないものです。国際的競争力の
ある研究を国内でも推進できるよ
うにするため、研究経費への投
資は欠かせないと思います。
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等）

5570

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24143

大学院教育
改革推進事
業のうち、
グローバル 
COEプログ
ラム

このま
ま推進
すべき

これまでのCOE, 
GCOEプログラムによ
って、優れた研究拠点
が形成されてきた。こ
のまま継続して推進
すべきである。

基礎科学の分野では一朝一夕に
結果がでるわけではないので、
長期的な視野に立って、研究拠
点をしっかりサポートする必要が
ある。

5571

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24150
理科支援員
配置事業

このま
ま推進
すべき

初等教育における理
科教育を健全に行
い，理科離れを押さえ
るためには，この事業
は，必須である．

初等教育を担う教育学部の学生
の8割は，理科嫌いであり，この
状況で健全な理科教育を進める
ことは，不可能であり，この事業
は，有効と考える．

5572

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

科学研究費補助金は
日本の科学者の研究
費を支援するものとし
て非常に重要なもの
です。この研究費のお
かげて科学者の研究
を進める事が出来ると
同時に、研究成果を
発信することができま
す。そのため、科学研
究費補助金の予算を
増加することは日本に
とって極めて重要だと
考えます。 

日本は古くから科学技術により産
業を発展させ世界各国と渡り合っ
ています。その科学技術の発展
には多くの研究者が沢山の研究
を行う事が必要です。科学研究
費補助金の予算は増額するべき
であると考えます。研究の中には
科学技術の発展に直接関係がな
さそうなものもありますが、間接
的には結びついているものも多く
あります。また、ある時から急に
脚光を浴びる研究もあります。ど
れが重要な研究か重点をおくの
ではなく、多くの研究者に研究費
を与える良い制度に対し、予算を
増額すべきであると思います。

5573

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24150
理科支援員
配置事業

このま
ま推進
すべき

初等教育における理
科教育を健全に行
い，理科離れを押さえ
るためには，この事業
は，必須である．

初等教育を担う教育学部の学生
の8割は，理科嫌いであり，この
状況で健全な理科教育を進める
ことは，不可能であり，この事業
は，有効と考える．
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設
試
等）

5574

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

60
歳
～

文
部
科
学
省

24177
大強度陽子
加速器施設
(J-PARC)

このま
ま推進
すべき

この計画は大強度中
性子源として米国の
SNSと世界の最先端
を競うものであり、ま
た、ニュートリノ研究お
よびＫ中間子等の供
給でも世界をリードし
つつあり、現在ヨーロ
ッパのESＳや中国の
CSNSが同様の計画を
推進しつつあり、わが
国のこうした分野での
世界に先駆けての先
進性及び世界に対す
る貢献を確保するた
め。早急にその更なる
推進を図るべきであ
る。

強力中性子源は基礎科学にとど
まらずたんぱく質の構造解析等
を通じて新薬の開発等種々の応
用分野でも大きく発展しつつあ
り、今後の更なる発展が期待され
ており、わが国がこうした分野に
おける先進性を確保し、世界的な
先進性を保つ上で、きわめて重
要な役割を果たすと考えられる。
こうした施設は、大きなインフラス
トラクチャーの整備を必要とし、
民間のみにゆだねるのではなく
国家がはっきりとした戦略の基に
先導することがきわめて重要と考
える。

5575

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24001

大学発グリ
ーン・イノベ
ーション創
出事業

このま
ま推進
すべき

国民が意欲を持って
参画し、日本が世界に
貢献する核の一つの
な施策であり、更に大
きく予算を投入して実
施しべきである。

日本の顔となる施策であろうか
ら。

5576

公
益
法
人

60
歳
～

文
部
科
学
省

24116

オーダーメ
イド医療の
実現プログ
ラム

このま
ま推進
すべき

収集した血液サンプ
ルや臨床情報はその
内容を解析して初め
て価値の出るもので
あり、個別化医療推進
のため、本施策を推
進すべきである。

すでに収集した３０万症例の血液
サンプルを有効活用すべきであ
る。得られた遺伝子データベース
から疾患関連遺伝子を探索し、
早く創薬や治療法開発に役立て
るべきである。

5577

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

科学研究費補助金
は，我が国の学術研
究にとって重要な位置
づけにあり，減額，現
状維持・停滞などは消
極的な取り組みでは
なく，適正に増額され
るべきだと考える。

研究者の自由な発想に基づく，
人文・社会科学から自然科学ま
で全ての分野にわたる「学術研
究」を格段に発展させ、重厚で多
様な知的蓄積を形成することは，
日本の学術研究のみならず，今
後の日本社会の維持と発展にと
って緊急の課題であるから。
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5578

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

 我が国の研究者の
研究活動を支える重
要な競争的資金であ
り、予算規模を拡充す
べきである。

 新しい研究テーマにチャレンジ
するため、応募しやすい研究的
資金制度である。

5579
その
他

～
19
歳

文
部
科
学
省

24168
国際宇宙ス
テーション
計画

改善・
見直し
をした
上で推
進すべ
き

きぼうでの「有人宇宙
技術を蓄積」との表現
に違和感を感じるもの
の、HTVの運用に関し
ては是非とも推進す
べきである。

「有人技術の蓄積」との題目は、
スペースシャトルへ日本人宇宙
飛行士が搭乗するときから唱えら
れていたもので、既に陳腐化して
いる。これに関しては「蓄積」をい
つまでも行って居ずに、そろそろ
その成果としての日本独自の有
人宇宙飛行に着手してほしい。そ
のためにも、HTV、HTV-Rのよう
な、宇宙輸送技術の発展は望ま
しい。

5580

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24125

免疫・アレ
ルギー科学
総合研究事
業

このま
ま推進
すべき

腸の難病に関わる免
疫機構の研究を進め
てほしい。 

若い頃に、免疫疾患より発症す
る潰瘍性大腸炎に悩まされ、 
非常に辛い生活を強いられた。 
最近は緩解して体調は安定して
いますが、 
原因は現代医学では解明されて
おらず 
難病指定です。病状改善のため
にも 
腸の自己免疫疾患を含めて、腸
の免疫研究を推進してほしい

5581
その
他

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24153

科学コミュ
ニケーショ
ン連携推進
事業（旧地
域の科学舎
推進事業）

改善・
見直し
をした
上で推
進すべ
き

少子化による数的国
力の低下を考えると
き、少数精鋭＝全国
民精鋭とでもいうべ
き、能力の底上げが
必要と考える。 
また、科学は特に
我々の生活を支える
基盤であるからそれに
対する、知識と理解は
一般の大人にこそ必
要である。 
それに知識を得ること
は、問題に対する解
決能力を高めるともい
えるからこれは推進す
べきである。

日本を発展させるため必要なの
は、未来を担う児童に対する教
育と考えるだろうが、それに対す
る周囲の理解と協力は絶対に必
要である。 
こどもは絶対数の多い大人の中
に入って行くもの。 
理解がなければ、その能力を伸
ばすことはできないし、大人の側
も子供たちに、能力のある嫉妬し
足を引っ張る側に回る可能性が
ある。 
車にブレーキをかけるようなもの
なので、ブレーキを適切に使うた
めにこそ知識を広めるべきであ
る。
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5582
官
公
庁

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24125

免疫・アレ
ルギー科学
総合研究事
業

このま
ま推進
すべき

花粉症を追放して欲し
い

花粉症と闘っているのは理研だ
け

5583

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24008
テニュアトラ
ック普及・
定着事業

このま
ま推進
すべき

4年前の立ち上げは、
日本の有数大学でTT
制度の好スタートを促
した。ここで事業資金
がないと、大学として
は突然、梯子を外され
たに等しく、折角の制
度が衰退するであろ
う。更に予算を増や
し、大学に科学とテク
ノジーのエリートを増
やす重要施策として推
進すべきである。

革新的な研究、5年先に注目され
はじめる研究を若手が自由に、
かつ一定のリスクを持って進めら
れるTT制度は、アジアで中国に
負けて2位となった日本の大学で
の先端研究のリードを取り戻すた
めに不可欠である。

5584

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24008
テニュアトラ
ック普及・
定着事業

このま
ま推進
すべき

4年前の立ち上げは、
日本の有数大学でTT
制度の好スタートを促
した。ここで事業資金
がないと、大学として
は突然、梯子を外され
たに等しく、折角の制
度が衰退するであろ
う。更に予算を増や
し、大学に科学とテク
ノジーのエリートを増
やす重要施策として推
進すべきである。

革新的な研究、5年先に注目され
はじめる研究を若手が自由に、
かつ一定のリスクを持って進めら
れるTT制度は、アジアで中国に
負けて2位となった日本の大学で
の先端研究のリードを取り戻すた
めに不可欠である。

5585

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24143

大学院教育
改革推進事
業のうち、
グローバル 
COEプログ
ラム

改善・
見直し
をした
上で推
進すべ
き

国際的に卓越した教
育研究拠点を形成す
ることは非常に重要で
すが、現状では小手
先のみの変更のよう
に思います。学会発表
件数や論文数などの
他の予算と同様の評
価ではなく、実際に改
革を行っているのか
を、評価の中心に据え
るべきであると思いま
す。

大学改革を行い国際的に卓越し
た教育研究拠点を形成するため
には、大学院ではなく、硬直化し
た学部を再編することがまず必
要であると思います。現状は学部
を卒業した学生はそのまま大学
院に進学し、大学院の活性化に
おいて重要な要素である学生の
流動化に進捗はみられません。
またこのような拠点に対する研究
成果は、各研究者の他の予算に
基づいた成果と拠点の予算によ
る成果とを厳密に区別することが
難しいことがあり、論文数などで
はない評価法を中心に据えるべ
きであると思います。

ライフ・グリーンイノベ
ーションの実現には、
欧米に比べて弱体化
している産官学の一
層の融合を促進し、形
式知である科学研究
と日本の財産でありな

イノベーションが求められるにも
かかわらず、日本の科学技術政
策は諸外国に比べ、既存概念に
とらわれない創造性豊かな自由
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5586

民
間
企
業

60
歳
～

その
他

0

我が国の知
的創造基盤
の強化に向
けて

このま
ま推進
すべき

がら暗黙知中心の現
場技術とのギャップを
埋めて科学技術成果
を早期に実用化する、
知的基盤プラットフォ
ームの構築が緊要で
あり、先端計測技術・
機器開発小委員会の
提言は是非とも実現
する必要がある。 
将来に渡って、アジア
欧米諸国に科学と現
場両面で先んじるに
は、学科(学)と技術
(産)の相互交流・融合
の施策(官)が必須で
ある。 
新分野、新奇現象を
見る眼、世界基準を創
成する先端計測技術
のプラットフォーム交
流でのムダの無い実
効的発展は、次世代
への科学と技術の継
承の基幹政策のひと
つとして推進すべきで
ある。

な発想での萌芽期テーマを、優し
い目で育成発展する仕組みに欠
ける。 
科学技術分野での新生児ともい
える新奇現象の発見や、成果が
保証されない未知分野の実験着
手へのチャレンジの促進には、萌
芽期からそれに応えてくれる計測
技術が唯一のゆりかごの役割を
果たす。 
未熟だが新たな感性と発想を持
つ次世代を育てるのは、新奇で
多様で個性聖豊かな自由発想へ
のタイムリーなレスポンス環境で
ある。 
日本が科学と技術の革新で世界
をリードし続けるには、失敗にも
めげず独自の主観的な確信を重
ねて新分野を開拓できる次世代
人材を育成することであり、その
ために産官学が本音で交流でき
る新たな科学技術現場環境の共
有化の場づくり政策の実施が緊
要である。

5587

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

日本の基礎科学推進
のもっとも重要な基盤
である科学研究費をさ
らに拡充し、研究環境
の整備を進めるべきと
思います。

研究者の自由な発想に基づく学
術研究は、基礎科学進展の鍵で
あり、出口の見える研究とは異な
る性質をもちます。すぐには応用
が見えにくい分野であっても、長
期的視野にたつと、多くの波及効
果をもった発明・発見につなが
り、日本の独自性を高めることと
なっています。科研費は、それら
を生み出すゆりかごであり、研究
者の生命線でもあります。この科
研費を拡充し、とくに、若手研究
に対する配慮をぜひしていただ
けるよう、お願いいたします。

5588
その
他

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

予算の増額を図るべ
きである．

日本の基礎科学レベルの向上を
目指す上で，研究者が自由な発
想で高いレベルの研究を行うた
めの予算が必要である．競争的
資金は，提案された課題の中か
ら，審査により採択が決定される
ため，この点により優れた課題が
精査されるものと期待できる．

大
学・
公
的
研
究
機 60

文
部 RIビームフ このま

天体核現象、元素合
成などの解明に不可

この実験施設は世界最高の性能
をもち、世界の研究者から待望さ
れていたものである。この計画を
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5589

関
（独
法・
公
設
試
等）

歳
～

科
学
省

24140

ァクトリー計
画の推進

ま推進
すべき

欠な実験施設であり、
推進が強く望まれる。

一層推進することで、日本が当
分野で世界を確実にリードでき
る。

5590

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24119

ナショナル
バイオリソ
ースプロジ
ェクト

このま
ま推進
すべき

バイオリソース事業は
ライフサイエンスを支
える重要な事業であ
り、我が国が 将来に
わたりライフサイエン
ス研究とその成果に
アドバンテージを求め
るのであれば、今後も
十分な予算措置とそ
れを長期的に見守り
維持する体制が必須
である。

今までライフサイエンス研究に投
資された国民の税金は、長年の
努力によって成果が発表されると
ともにバイオリソースという形で
国民の財産となっている。バイオ
リソース事業は、その国民の大
切な生物資源（国民の財産）を守
り、ライフサイエンス研究を発展
させる基礎となるものであるか
ら、本事業を軽視すると将来に禍
根を残すと考えるため。

5591

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

外
務
省

22101

地球規模課
題に対応す
る科学技術
協力

このま
ま推進
すべき

アジアは発展してき
た。アフリカもそれに
続くだろう。しかし環境
や医療に多くの問題
がまだ残っている。現
地の科学技術水準の
向上が望まれている。
本施策は、「現地の要
求に基づいて」日本か
らの科学技術協力を
推進するというもの
で、非常に好ましい。
これまでの実績も十分
上がっている。本施策
をぜひ推進すべきで
ある。

外国（特にアジア）を訪問するに
つれ、我が国が「日本製品」を通
じて諸外国にもたらした便益と、
それによって勝ち得てきた信頼を
ひしひしと感じる。しかしずっとそ
れだけではダメだろう。今後は
「科学技術」を通じて日本のソフト
パワーを発揮すべきだ。本施策
は現地側の要求と日本側の期待
の組み合わせて無理なく進めら
れる良いプログラムであると考え
る。本施策はぜひ推進されるべ
きである。

5592

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24141
特別研究員
事業

このま
ま推進
すべき

科学技術の自立した
研究者となるために
は，博士課程における
研鑽が必須である．こ
のプログラムは，優れ
た博士課程修了者の
育成に大きく貢献して
きた事業であり引き続
き推進すべきである．

この事業を断念すれば，次世代
の我が国の科学技術の研究を推
進する人材を大幅に失うこととな
ると予想される．

5593
その
他

40
～
49

総
務
省

20102 超高速光エ
ッジノード技
術の研究開

このま
ま推進
すべき

光通信産業は、日本
の基幹産業として最も
重要。光通信産業の
研究開発を強力に推
進すべきであり、益々

科学技術予算が一律にカットされ
ようとしているのはおかしい。日
本の光ファイバーサービスは、世
界のトップクラス。この地位を維
持することは、日本の国際競争
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歳 発 国として力を入れるべ
き分野だと思う。

力を考えると大変重要なことであ
る。

5594

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24001

大学発グリ
ーン・イノベ
ーション創
出事業

このま
ま推進
すべき

低炭素社会を目指す
のが国是であるなら
ば、小手先の技術改
良だけではなく、各種
技術分野において本
質的なイノベーション
を達成する必要があ
る。

このような施策の場合、従来のよ
うに民間委託であると、コスト高
になる。知の結集機関である大
学にその任を与えるのは納税者
コストとしても低くおされられ、か
つ人材育成も達成でき、大変好
ましい。

5595

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24009
特別奨励研
究員事業

このま
ま推進
すべき

独法化で、研究以外
の用務が急増するな
ど、助教のポジション
の魅力が薄れてきた
一方で、依然として狭
き門である。経済力に
関わらず、優秀な人材
を育て、将来の大学
教員・研究者となる実
力の伴った候補を増
やすために、更に予
算を投入することは不
可欠である。

アジアで中国に負けて2位となっ
た日本の大学での先端研究のリ
ードを取り戻すために不可欠であ
る。

5596
その
他

60
歳
～

文
部
科
学
省

24170

Bepi 
Colombo(水
星探査プロ
ジェクト)

このま
ま推進
すべき

過去に例のない日欧
共同の水星探査計画
で、太陽系理解の新
たなページを開くもの
と期待している。

太陽に近い水星の探査は、高温
環境の克服、到着まで６年間とい
う過酷な条件で、新たな衛星技
術の開発とともに、太陽近傍の観
測、水星という未知の惑星に関
する基礎データ収集で、画期的
なものになるだろう。 
この計画は水星の周りを１年間
に渡り周回する。 
過去の例では水星の近くを数回
フライバイしたものが唯一のもの
である。

5597
その
他

～
19
歳

文
部
科
学
省

24167
固体ロケッ
ト

このま
ま推進
すべき

推進し、早期に整備さ
れるべきである。

固体ロケットは小型衛星を打上
げる手段として非常に優れてお
り、かつ非常に高度な技術を要
するものである。固体ロケットに
関してこれだけのノウハウを持っ
ている国は日本をおいて他にな
い（言うまでもなくM-Vまでに培わ
れてものである）。これが失われ
る前に、固体ロケットを再整備す
ることが求められる。

大
学・
公
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5598

的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

研究者の研究活動を
支援する重要な制度
であり、着実な予算確
保が必要。

大学等の研究費が減少するなか
で、公的な研究資金による研究
支援が必要である。

5599

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24177
大強度陽子
加速器施設
（J-PARC）

このま
ま推進
すべき

J-PARCは物質科学
から素粒子物理まで
多様な研究分野にわ
たる世界最高性能の
加速器を中心とした国
際研究拠点であり、そ
の推進は我が国のた
めだけでなく国際的に
も重要であり、ぜひ推
進すべきである。

J-PARCは世界に類を見ない大
強度陽子加速器で、その推進は
多くの研究分野の発展及び人材
育成に極めて重要な意味を持つ
と考えられるので。

5600

民
間
企
業

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24125

免疫・アレ
ルギー科学
総合研究事
業

このま
ま推進
すべき

スギ花粉症根本治療
薬の開発を進めるべ
きである

多くの国民が悩んでおり、政府は
未だ何の対策もしていない。早急
に解決を図るべきである。
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